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はじめに

金沢は横浜市の東南部、三浦半島の付け根に位置し、野島貝塚で知られるように、縄文の時代

から人が住んでいた歴史のある場所であります。かつては風光明媚な地として知られ、鎌倉にも

近いことから中世以降の貴重な歴史的な文化遺産の多い地域であります。

古くから金沢を見て来られた方は、何百年と伝承された伝説や昔話で語られている多くの歴史

的な遺産、自然豊かな景勝地などが、近年、押し寄せる都市化の波で姿を変え、忘れ去られてい

ることを残念に感じているのではないのでしょうか。

かねてから、金沢の歴史と変遷を次の時代に語り継がねばならないと、あれこれ思料していた

ところ、幸いにも諸先輩方が残された金沢の文化、史跡、風習等を調査した歴史的にも貴重な資

料を拝誦する機会を得ました。その中から関心度の合いの高いものや、誰もが興味を懐き、記憶

に残していただきたい事柄を中心に、時代順に整理して小冊子として纏めました。

歴史の宝庫である金沢に思いを巡らすとき、家族や友人と郷土について楽しく語り合うときに

手元に置いていただけたら幸いです。

平成二十八年二月
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1. 太古の金沢

金沢周辺の貝塚は
なつ

夏
しま

島
かいづか

貝塚が約 9,500年前、
の じ ま

野島
かいづか

貝塚が約 7,000年前に遡ることができ、海上

の小島や岬の先端にあったようです。陸地とは近く干潮時に渡渉できた場所で、人々は食べ物を

とったり、外敵や猛獣を防ぎやすい小高い場所に住んでいたものと考えられます。

しょうみょうじ

称名寺･
や こ う じ

薬王寺貝塚は約 4,000年前、
あおがだい

青ヶ台貝塚は約 4,000年前のもので、この時代は、激し

い地形変化が繰り返され、今まで金沢全域にわたり奥深くまで入り込んだ海が後退し、谷間や
やますそ

山裾が陸地に変化し、人々は周辺の山裾の海に近い場所へ移り住んだものと思われます。

また、
むつ

六
ら

浦、
かま

釜
り

利
や

谷などから流れ出す土砂が海流に運ばれ、野島から
てらまえ

寺前周辺が浅瀬となり、

袋のような内海が生まれ
ひらかた

平潟
わん

湾

をはじめ風向明媚な金沢が出来

たのではないかと推測されます。

せ が さ き

瀬ヶ崎・
お い ど

御井戸（寺前･
しんめい

神明
もり

森）・
てらまえ

寺前
はちまんしゃ

八幡社の各貝塚は約 1.000

年～2,000年前のもので、この頃

になると人々は一定の場所に定

住し、次第に集落を形成し生活す

るようになったと考えられます。

（１） 夏島貝塚

横須賀市夏島にある縄文時代早期の貝塚。昭和二十五年、三十年に明治大学考古学教室によ

り発掘調査が行われ、9,500年前後の日本最古の貝塚の一つであることが判明しました。夏島

貝塚は、三層からなり第一層から
ね ん し

撚糸文（二本以上を合わせて
よ

撚りをかける）を特徴とする夏

島式土器など、縄文時代早期の生活文化を知る貴重な遺跡が出土しています。

（２） 野島貝塚

野島山頂と北川斜面の二箇所から発見された約 7,000年前の縄文時代早期の貝塚で、マガキ、

アサリ、カリガネエガイ、オニアサリなど 30種以上の貝が確認され、横浜市内最古の貝塚で

あります。

（３） 称名寺・薬王寺貝塚

称名寺境内一部や金沢町・寺前町一帯九箇所が分かっている貝塚、内七箇所は称名寺赤門・

薬王寺周辺にあり、約 4,000年前の縄文時代中期から後期のものです。出土品は称名寺式土器

や漁労具・魚骨・イルカ骨・貝類が多数出土しています。

【夏島貝塚から出た土器、石器】
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（４） 青ヶ台貝塚

釜利谷東四丁目の青ヶ台団地附近にあった約 4,000年前縄文時代中期から後期の集落遺跡

です。貝塚には竪穴住居跡・敷石住居の一部・人骨・土器・石器・漁労具・動物骨・魚骨等が

大量出土しました。昭和四十二年（1967年）宅地開発で全容解明前に破壊されました。

（５） 瀬ヶ崎和田山遺跡

横浜南共済病院南側から横須賀市追浜（雷神社の裏）にかけての丘陵にあった遺跡です。弥

生時代後期（1,000～2,000年前）の小形壷が出土し、平潟湾周辺の金沢入海に弥生人が存在

したことを裏付け、調査の結果「中世やぐら」が数多く確認されています。

（６） 御井戸（神明森）・寺前貝塚

御井戸近くで発見された貝塚、薬王寺南東にかけて大樹が茂る森があったことから神明森貝

塚とも言います。学術上は称名寺貝塚同様の中世期から近世にかけて（約 4,000年前）の遺跡

です。

（７） 室の木遺跡

昭和二十八年（1953年）に存在が確認された遺跡です。その後、昭和四十五年に関東学院

大学が校庭拡張工事を開始した際に調査、発掘が行われましたが、縄文、弥生時代から中世期

にわたる大量の土器類が出土しました。大部分が凡そ 5,000年以前の縄文時代前期のもので

「十三菩堤式土器」と土器材料の
こくようせき

黒曜石などが発見されました。

2. 鎌倉以前の金沢

（１） 日本書紀に名が残る
く

久
ら

良
き

岐

日本書記に
むさしの

武蔵
くに

国
く

久
ら

良
き

岐は
み や け

屯倉（収穫物を蓄える倉庫）となり、大和
ちょうてい

朝廷の
ちょっかつりょう

直 轄 領とな

ったことが記されています。日本書記は神代から
じ

持
とう

統
てんのう

天皇の時代までを扱い、今から約 1,250

年前に完成した日本最古の歴史書です。この
く

久
ら

良
き

岐
ぐん

郡（久良郡）は東京湾沿いの金沢区、磯子

区、港南区大部分、中区の一部に及んだが広い地域でしたが、横浜市の
し い き

市域
かくちょう

拡張で次々に縮

小し、金沢町・
むつ

六
うら

浦
そう

荘
そん

村は、昭和十一年十月一日に横浜市に編入し磯子区の一部となりました。

昭和二十一年五月に金沢区が磯子区から独立しました。
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（２）
ふ

布
く

久
ら

良から
むつ

六
ら

浦へ

金沢が初めて書物に載ったの

は約 1,100 年前「
わみょうしょう

和名抄」の

「
ふく

鮐
ら

浦」（
ふ

布
く

久
ら

良）という地名で

す。
ふく

鮐はふぐのことで、袋のよう

に海の入り口が小さくて腹の大

きい形の海を抱えた所を指しま

す。

この辺りの地名は
ふく

鮐
ら

浦から
ふ

布
く

久
ら

良へ、さらに
むつ

六
ら

浦へと変化し

たと云われています。当時の金沢

の中世の古地図が示すように、全

く人の手が加わらない風光明媚

な桃源郷であったと思われます。
の じ ま

野島と
むろのき

室ﾉ木の間は一町（100m）
す さ き

洲崎と瀬戸の間は十間（18ｍ）で、

瓢箪のような形をした二分され

た内海となっており、瀬は流れの

早い急な所という意味から、瀬ケ

崎や瀬戸の地名が付いたと思わ

れます。

（３）
こせの

巨勢
かなおか

金岡と筆捨て松

巨勢金岡は約 1,130年前に宮中に仕えた
きゅうてい

宮廷
が か

画家の元祖

ですが、その作品は現存していません。東国に親族がいた

ことから、その親族を訪ねる旅を重ねていたことが知られ

ています。昔の旅人は、見通しが良く平坦な海岸線や山の

尾根伝いの道を利用しました。古い道は自然にこうした場

所に形成され、金沢も江戸方面に向う際に
や つ

谷津から上がっ

て、今の
ろっ

六
こく

国
とうげ

峠ハイキングコースを経て
ひ

氷
とりざわ

取沢、
さ さ げ

笹下、
ぐみょうじ

弘明寺、井土ヶ谷を通って保土ヶ谷へ抜け、東海道に通じ

ていたようです。

【中世の金沢の古地図】
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こ せ の

巨勢
かなおか

金岡が東国への旅すがら、この道を通ったと考えられ険しい坂道を登り汗ばんで休息し

た場所が
あか

赤
い だ に

井谷の裏山「
のうけんどう

能見堂
あと

跡」であったと考えられます。ここからの眺めは小島が散在し

岬が突出して、東京湾越しに房総半島も望むことができ、素晴らしい景色でした。金岡は、こ

の風景を写生しようと試みましたが、全く筆舌につくせず霊妙な絶景に圧倒され、とうとう写

生できず「松の根元に絵筆を捨てた」という伝

説があります。この伝説が残る筆捨て松は、戦

前まで能見堂跡にありましたが、太平洋戦争で

油を取るために切り倒されてしまいました。寛

永年間、この場所に芝の増上寺の子院とし
てき

擲
ふで

筆
じ ぞ う

地蔵
そん

尊「
のうけんどう

能見堂」が建立され名所絵図が売

られたり、茶屋（三星亭）などが出て繁盛して

いたようです。（関連資料 P52参照）

（４）
とみ

富
おか

岡の地名

富岡全域がたくさんの岡や谷で構成されている所から
と み

十三
おか

岡が「
とみおか

富岡」となったという説と、

海・山の幸に恵まれる豊かな土地で、住民も素朴な平和な不自由のない所「富む岡」という説

があります。

西暦 650年ごろ、山口県のある長者の獲物に珍鳥の白い
きじ

雉が入り、朝廷に献上したところ、

時の
こう

孝
とく

徳
てんのう

天皇が大変喜ばれ年号を「
はく

白
ち

雉」と
かいげん

改元されたという話が残されています。この伝説

に酷似した言い伝えが富岡地区にも残っているとのことです。この伝説にちなみ富岡の長者は

喜んで、塚をつくり「
とり

鳥
み

見
つか

塚」と名づけ、その周辺を鳥見ヶ丘と呼んだそうです。現在も「鳥

見塚」というバス停や「
と り み が

鳥見ヶ
おか

丘
だ ん ち

団地」という名前が残っています。

（５） 大津波で海没した長浜千軒

応長元年（1311年）に、長浜にあった大きな漁村が大津波で一夜にして海没しました。
ふくしゅう

福鋻
か い じ

海寺本尊の観音様が身代わりとなって海入、住民に溺死者はなかったと云われています。

住民は小柴、富岡、州崎、氷取沢、更に千葉富津にも移住したそうです。昭和四十年（1965

年）に埋め立てに先立つ調査で、海底に埋没する巨木の根株が発見され、長浜千軒の存在が確

認されました。現在の埋立地「並木」は、このことに由来するそうです。

また、小柴の寶蔵院には、この大津波で海中に流されて漂う村人達が、この寺の公孫樹の木

の麓のかがり火を目安に辿りつき､この土地に住み着き、村の名前をお寺の山号の此の木山と

したという伝承が残っています。此の木は小柴の地名の由来とも云われています。

【筆捨て松】
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3. 鎌倉時代の金沢
じしょう

治承四年（1,180年）、
みなもとのよりとも

源 頼 朝が鎌倉に本拠を構え
あわただ

慌 しい中、瀬戸の
は や せ

早瀬（瀬戸橋）

近くに
おおやまずみの

大山祇
みこと

命を祭神とする
み し ま

三島
みょうじん

明神を
かんじょう

勧請して瀬戸神社を祀りました。頼朝は、金沢を

鎌倉と一体の所と認識し、大変に重要視しました。金沢が歴史の舞台に登場するのは、
じゅ

寿
えい

永四

年（1,185年）
げんぺい

源平の
けっせん

決戦（
だんのうら

壇ノ浦）で
みなもとのよしつね

源 義 経や
みなもとののりより

源 範 頼が活躍し平家が滅亡して源頼朝

が鎌倉に居を構え幕府が開かれてからのことです。

当時の金沢は
ひらかた

平潟
わん

湾が奥深く入り込んで、今の
し お ば

塩場、
かわ

川、
むつ

六
うら

浦
みなみちょうない

南 町 内は海で、
せ と

瀬戸の
こ せ ど

小瀬戸

（瀬戸橋）から奥も
や つ

谷津の
せんげん

浅間
じんじゃ

神社下、
かま

釜
り

利
や

谷の
て こ

手子
じんじゃ

神社下、
こ ず み

小泉、
おおかわ

大川、
や つ

谷津の大部分や
で い き

泥亀

まで
ほとん

殆ど海でした。今でも手子神社の近くや
す さ き

洲崎には
か し

河岸という屋号の家があり、
し ら い

白井の
はな

鼻、
きみ

君が
さき

崎、
せ が さ き

瀬ヶ崎のように「海に突き出た岬」の名残をとどめている地名も残っています。当時

の金沢は、
さんしすいめい

山紫水明の景勝地で鎌倉人士の
おくにわてき

奥庭的な位置づけであり、憩いの場所でありました。

このことは源
のりより

範頼が瀬ヶ崎別荘に
じ

持
ぶつどう

仏堂（
や く し じ

薬師寺）を建立し、安定二年（1,238年）四代将

軍
ふじわらより

藤原頼
つね

経が金沢の海を遊覧した事実が、金沢が鎌倉の奥庭で絶好の憩いの場所であったこと

を物語っています。また、金沢は単に鎌倉
じ ん し

人士の憩いの場所であったばかりでなく、幕府にと

って軍事的、経済的に欠くことのできない重要地でもあったのです。

当時、材木座海岸の
わ が

和賀
え

江に度々、防波堤工

事を進めましたが何れも失敗しており、鎌倉の

海が外洋で波が荒く船着場の設置が困難であっ

たのに比べ、金沢の平潟湾は水深もあり、波も

穏やかで船の航行には絶好の場所でした。

加えて金沢の海は、早くから三浦半島、江戸

方面、房総半島と互いに
し こ

指呼の
あいだ

間にあり、各地

からの就航が頻繁で、利便のよい場所でもあり

ました。鎌倉とは朝比奈峠の難所で
へだ

隔てられて

おり、距離的に近くて、塩の供給や海路による物資の輸送に必要な港を持つ金沢を、かねてか

ら鎌倉幕府は手に入れたいという狙いがあったようです。

このように、
け う

稀有の良港を有する金沢は、古くから鎌倉との関係が深く、多くの歴史的な旧

跡や神社仏閣が残っています。

（１） 瀬戸神社

治承四年（1,180年）建立。当神社は
えきびょう

疫病が流行したり、
かんてん

旱天

が続いたり、鎌倉幕府で重大な事件が生じたときに、
ななせはらえ

七瀬祓・
し ほ う

四方
さい

祭という
き が ん

祈願
さい

祭を行った場所で、頼朝をはじめ鎌倉幕府が厚

く尊崇する神社でした。(関連資料 P48参照）
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（２）
び わ

琵琶
しま

島
べんざいてん

弁才天

治承四年（1,180年）建立。頼朝の
みだいどころ

御台所
ま さ こ

政子が瀬戸神社建立と

ほぼ同時期に同神社前の突出した場所に
び わ

琵琶
しま

島・水神様の
ちく

竹
ぶ じ ま

生島
べんざいてん

弁財天を勧進しました。政子は、金沢との結び付きを強化

し頼朝を後方から支援しました。(関連資料 P48参照）

（３）
とみおか

富岡
はちまんしゃ

八幡社

建久二年（1,191 年）建立、源頼朝が富岡に
ひるこの

蛭子
みこと

命（
え び す

恵比須・富

岡八幡宮）を
かんじん

勧進し、瀬戸神社と併せて金沢の地と鎌倉の一体化を

計り、幕府との結び付きを強化した証拠ではないではないかと思わ

れます。(関連資料 P48参照）

（４） 金沢四石

①
ふくいし

福石･･･頼朝が瀬戸神社に百日祈願をしたという伝説があり、

祈願に先立ち平潟湾に入り
みそぎ

禊 をした際、衣服を脱ぎ掛けた石

「
ふく

服
いし

石」が後に「
ふくいし

福石」と呼ばれるようになったと云われていま

す。この石の前面で物を拾うと親類縁者までが幸福になるという

伝説があります。現在は、琵琶島弁財天の入口に祀られています。

②
とびいし

飛石･･･瀬戸
きん

金
りゅういん

龍院本堂の横、
きゅうらんてい

九覧亭（
しょうてんさん

昇天山）へ登る
みちそば

道側の大きな石上に
み し ま

三島
みょうじん

明神の
ほこら

祠が
まつ

祀ってあります。元は九

覧亭の上にあって三島明神の
ご へ い

御幣が飛んで来てこの石上に立っ

たことから「飛石」と云われています。また、石の姿が
とび

鳶に似

ていることから「
とび

鳶
いし

石」とも呼ばれました。(関連資料 P56参照）



15

③
び じ ょ

美女
いし

石、④
うば

姥
いし

石･･･
ほうじょう

北条
さね

実
どき

時が建立した称名寺（金沢文庫）境内

に配置された石の中で、三代北条
さだ

貞
あき

顕が特に日向より取り寄せた
あおしま

青島
いし

石です。称名寺客殿前の
あ

阿
じ が い け

字ヶ池の
みぎわ

汀にあり、この石には「姫

君が姥に付き添われ池のほとりを散策中に誤って池に落ち、驚いた姥

が池に飛び込み助けようとしたが力及ばず、姫と共に溺れ死に池の中

で石に化して仲良く立っている」と言う伝説があります。現在は、池

の上からは美女石だけしか見ることができません。

（５） 瀬戸神社で起きた
あだう

仇討ち「
ほうか

放下
ぞう

僧」

ほうか

放下
ぞう

僧は中世・近世の時代に現れた大道芸

人（手品・曲芸）のことで、それに身をやつ

した兄弟が瀬戸神社で仇討を果たした事件が

「
ほ う か

放下
ぞう

僧」という謡曲になっています。

折しも源頼朝が
せ い い

征夷
たいしょうぐん

大将軍に
にん

任ぜられ、海

神を祀った瀬戸神社が多くの船人や旅人の参

詣で賑わっていた最中に起きました。社殿右

側の
じゃびゃく

蛇混
しん

柏、三本杉の根元で
しもつけの

下野
くに

国
ご う し

郷士である
ま き の

牧野
さ

左
え も ん

エ門
かつ

勝
しげ

重の
い じ

遺児
じろうまる

次郎丸と
こ じ ろ う

小次郎
きょうだい

兄弟

が、父の
きゅうてき

仇敵である
さがみの

相模
くに

国
じゅうにん

住人である
の ね

刀祢
のぶ

信
とし

俊を討って
うら

恨みを晴らしました。

この事件は、
い か ほ

伊香保
おんせん

温泉
と う じ

湯治の折、たまたま居合わせた両人が争い事を起こし、
の ね

刀祢
のぶ

信俊に

従者が二人いた勢いで牧野勝重を
こ さ つ

故殺したことが因縁となりましたが、舞台も平凡で話題性に

乏しく、牧野兄弟は本懐を達成したあとに郷里の下野国に戻り幸福な生涯を送りました。

これに対し、同時期に起きた「曽我兄弟仇討ち事件」は、富士の裾野で
だいまき

大巻
がり

狩
じ

時に源頼朝の

陣営近くで華々しく仇討ちを敢行し、天下騒動のうえ曽我兄弟の末期が壮烈であったため、世

間の同情を買って有名となり、室町時代の謡曲、江戸時代に
か ぶ き

歌舞伎、
じょうるり

浄瑠璃、日本舞踊などの

作品となっています。

（６）
みなもとののりより

源 範 頼 と
たい

太
ねいじ

寧寺、
やくおうじ

薬王寺

昭和十八年五月に瀬ヶ崎（関東学院女子短期大学辺り）
む ろ の き

室ノ木村の一帯は追浜飛行場
かくちょう

拡張の

ため移転を強いられました。大寧寺も軍命により現在の片吹町へ強制移転させられました。現

在の太寧寺は小さなお寺ですが、
かまくら

鎌倉
けんちょうじは

建長寺派の禅寺で、本尊は念持仏
や く し

薬師
にょらい

如来（通称へそ薬

師）で、
うんけい

運慶作と云われています。本堂の左横に源範頼の墓があります。
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昔の瀬ヶ崎は平潟湾に面し、
ふうこう

風光
め い び

明媚な場所で（平潟の
らくがん

落雁、野

島の
せき

夕
しょう

照、
うちかわ

内川
ぼ

暮
せつ

雪、瀬戸の
しゅうげつ

秋月）

この地に源範頼が別荘を設け邸内に
じ

持
ぶつどう

仏堂を建てました。これが
しんごんしゅう

真言宗
や く し じ

薬師寺（現在の
やくおうじ

薬王寺）で、

範頼の
い は い

位牌が同寺に安置され毎年八

月二十四日「
み か わ き

三河忌の
ほうよう

法要」が行わ

れています。

位牌には、建久四年八月二十四日「
たい

太
ね い じ

寧寺
でん

殿
どう

道
ご

悟
だい

大
ぜんじょう

禅定
もん

門
その

尊
ぎ

儀」と記されています。範頼

は
よし

義
とも

朝の第六男で
じ つ ぼ

実母は
とうとうみのくに

遠 江 国の遊女。兄頼朝、弟義経とは異母兄弟。遠江国
がま

蒲
みくりや

御厨で生ま

れ育ったため、当地では
が も う

蒲生
おんぞうし

御曹司とか
かば

蒲の
かんじゃ

冠者と呼称され、義経と
だんのうら

壇ノ浦で平家一門を
とうばつ

討伐

し、義経は京都に留まりましたが、範頼は鎌倉に帰り兄の頼朝を助け幕政の重責を担いました。

源頼朝が
せ い い

征夷
たいしょうぐん

大将軍となり、祝賀を兼ね富士の裾野へ
だいまき

大巻
がり

狩に出ている最中、陣の近くに

居た
く ど う

工藤
すけ

祐
つね

経を
う

討つ「
そ が

曽我
きょうだい

兄弟
あ だ う

仇討ち事件」があり、この報の
うわさ

噂が噂を呼び鎌倉へ「頼朝が

討たれる」という誤報となって届きました。悲嘆にくれる御台所政子の
かたわら

傍 にいた範頼が
なぐさ

慰め

の言葉として「私が
い じ

遺児
こうけんやく

後見役として源家を守る」と伝えます。無事鎌倉に帰った頼朝は、こ

の言葉を曲解して「乗っ取りの野心あり」と受け取り、範頼を
い ず

伊豆
しゅぜんじ

修善寺へ
は い る

配流し、追い打ち

をかけるように建久四年八月十七日に
かじわら

梶原
かげ

景
とき

時、
かげ

景
すえ

季
お や こ

父子が修善寺を
きゅうしゅう

急 襲しました。範頼は
しんこういん

信工院（
ぼう

坊）へ火を放ち自害しました。

また、異説として急襲され
しんこういん

信工院に火を放った後に横須賀の
おっぱま

追浜に逃れ、
なた

鉈
ぎり

切に隠れて、
やくしどう

薬師堂に入り自害したと言う説があります。追浜、鉈切の地名の由来や範頼が平潟湾で舟を渡

した者に「
かば

蒲
せい

姓」を
さず

授けたという言い伝えがあります。現在も
ひらかた

平潟、
す さ き

州崎、横須賀の浦郷に、
かば

蒲、
か ば や

蒲谷
せい

姓が見られます。

（７） 朝比奈峠と大道
あ さ い な

朝夷奈切通しは仁治二年（1,241年）執権北条
やす

泰
とき

時が十年の

歳月を掛けて人海戦術で完工させました。鎌倉の出入口の七切

通しの一つで、唯一、往時の姿を残す切通しとして、国の史跡

指定を受けています。鎌倉との交通路の確保が重要視されたの

は当然ですが、泰時自身も軍事的、経済的に金沢の重要性を強

く感じていたことが分かります。

当時、朝比奈峠は険阻な山道で、峠越えが極めて困難であっ



17

たことから、この峠道の改修が急務であり、
あ さ ひ な

朝比奈
さぶろう

三郎
よし

義
ひで

秀が一夜にして切通しを作ったとい

う伝説があります。実際は、重機がない時代に、大きな岩山を切下げて切通しを一夜で
つく

造るこ

とは困難です。朝比奈三郎が
あ わ

安房
のくに

国
あさ

朝
い

夷
ぐん

郡に住んでいたことや、度々この峠を往復していた

一族郎党が朝比奈姓を名乗っていたことから、
あ さ い な

朝夷奈切通しや
あ さ ひ な

朝比奈
とうげ

峠と名付けられたと云

われています。

＜和田義盛＞三浦一族杉本太郎吉宗の子、久安三年（1147年）生まれ。三浦半島の三浦郡

和田の里（現・三浦市初声町和田）に本拠を構えました。源頼朝に従い幕府の創設に貢献、初

代侍所別当の要職に就きました。頼朝死後、北条義時に反目し一族で戦いましたが敗死しまし

た。安房国和田
みくりや

御厨に所領があったことから和田を名乗り、六浦とも縁が深く、大道に
わ だ

和田の
やと

谷、瀬ヶ崎に和田山、和田峠の地名が残っています。朝比奈峠一夜伝説の朝比奈
さぶろう

三郎
よし

義
ひで

秀は和

田義盛の三男です。

（８）
はなかけ

鼻欠
じぞう

地蔵

朝比奈峠が改修されると、
むつ

六
ら

浦の津から鎌倉へ通じる道は
じゅうぜん

従前より

その重要性が増し、改修が繰り返され道幅も三メートル程広い道となり

ました。当時としては立派な道であった所から「
だいどう

大道」という地名にな

ったと云われています。県道
はらじゅく

原宿六浦線の大道中学校の入口右側の
がけ

崖

に大分風化した大きな
ま

磨
がいぶつ

崖物｢
はなかけ

鼻欠
じ ぞ う

地蔵｣があります。当時から鼻が欠け

ていたことや、朝比奈が
さがみの

相模
くに

国、大道が
むさしの

武蔵
くに

国で国境の
せんたん

尖端（はなかけ）

にあったことから名付けられたと云われています。(関連資料 P59参照）

（９） 渡し場

国道 16号線と環状 4号線が交わる所に六浦橋のバス停があります。この一帯は、鎌倉時代

から「渡し場」と呼ばれ、平潟湾の船着場、六浦湊として大変栄えた所でした。鎌倉と房総を

結ぶ要所で、廻船問屋や年貢米を両替する為替業者などで賑わう港町でした。

（１０）
しおなめ

塩嘗
じぞう

地蔵と熊野神社

鎌倉幕府内の人口増加につれて、塩の重要性が増し金沢の
とおあさ

遠浅の海で作られた塩が鎌倉に供

給されました。塩を背負ったり担いだりした塩商人が、峠

越しの茶屋で汗を拭き、一休みした際、道端の地蔵様に一

握りの塩を
は つ ほ

初穂として供えていました。商売が終わる夕刻

に「朝供えた塩が無くなる」のでお地蔵様が嘗めたと信じ、

その名が付いたと云われています。現在は
かまくらじゅうにそ

鎌倉十二所の
こうそくじ

光触寺境内に移転されています。
あ さ ひ な

朝比奈
とうげ

峠の改修工事は完成まで長期間を費やしたこと

から、北条
やす

泰
とき

時が工事の無事完工を
き が ん

祈願し
く ま の

熊野
じんじゃ

神社を
かんじょう

勧請し、現在は朝比奈町の鎮守様とて崇敬されています。
【塩嘗地蔵】

【風化した鼻欠地蔵】
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（１１）
かねさわ

金沢の地名の由来

しょうか

正嘉二年（1,258年）北条
さね

実
どき

時が金沢別邸内の
じ

持
ぶつどう

仏堂で
かんじょう

灌頂の
ぎ し き

儀式をして、
ぶ つ で し

仏弟子（
し ゃ か

釈迦の
で し

弟子・仏教の信者）になった時、
むさしの

武蔵
くに

国
くら

倉
き ぐ ん

城郡
むつらしょう

六連庄
ない

内（
く

久
ら

良
き

岐
ぐん

郡
むつ

六
らの

浦
しょう

庄）
かねさわむら

金沢村とあり、

この時点で「
かねさわ

金沢」の地名が使われたものと考えられます。六浦庄は現在の金沢区を指し、そ

の庄内に金沢村があったようです。全国各地に金沢の地名がありますが、多くが
さ て つ

砂鉄や
さ き ん

砂金の

産地「
かねあらいさわ

金洗沢」が地名の語源になっています。

頼朝が鎌倉幕府を開き各地から武士が集まり、後を追うように
か じ

鍛冶職人が綺麗な清水が
ゆう

湧
しゅつ

出する
やますそ

山裾や谷に移り住みました。金沢の鍛冶職人は主に
かま

釜
り

利
や

谷、
や つ

谷津の
そ め い

染井
だに

谷に住み、

武具や馬具等の製作に携わりました。金に関する話としては、
しょうみょうじ

称名寺の
うらやま

裏山（ぼうず山）の

梅林の中にある幾つかの塚に
こ が ね

小金や
しゅ

朱が
まい

埋
ぞう

蔵されているという伝説と、これに
まつわ

纏わる「
こ か

古歌」

が残されています。

「朝日さす 夕日かがやくその下に
こ

小
がね

金千ばい
しゅ

朱千ばい」

（１２） 北条定顕が造営した瀬戸橋

平潟湾は江戸時代から次第に埋め立てられてき

ましたが、昔の金沢は「
ふく

鮐
ら

浦」とか「
ふ

布
く

久
ら

良」と呼

ばれていて、
ふく

鮐・
ふ ろ し き

風呂敷
つつみ

包のように入口が小さく

中が大きく広がった所で、後に「
むつ

六
ら

浦」となりまし

た。昔の
ひらかた

平潟
わん

湾は、
の じ ま

野島と
むろのき

室ﾉ木が百メートルの
かいきょう

海峡でつながり、
うちかわ

内川、
し お ば

塩場、
せ が さ き

瀬ヶ崎、
せ と

瀬戸、
た か や

高谷、
さんぞう

三艘、
かわ

川、
むつ

六
ら

浦、現在の
やなぎちょう

柳 町の全部が平潟湾内で

した。

また、瀬戸と
す ざ き

洲崎の間は
わず

僅か十八メートルの極めて狭い海峡で、
で い き

泥亀、
こ ず み

小泉、
あ か い

赤井
しゅく

宿
や つ

谷津の

一部が広々とした内海で、潮の満干の際には激しい急流となりました。この場所を渡ることが

困難であったため、称名寺方面へ行くのに、
あ さ ひ な

朝比奈
とうげ

峠から
はなかけ

鼻欠
じ ぞ う

地蔵を経て、現在の
たかふね

高舟
だい

台を

越え、
しら

白
やまみち

山道を経て
かま

釜
り

利
や

谷、
や つ

谷津方面へ迂回していました。これに不便を感じた金沢北条三代
さだ

定
あき

顕が、
か げ ん

嘉元三年（1,305 年）に
むつ

六
ら

浦、
かま

釜
り

利
や

谷、金沢、
とみおか

富岡等の住民に
せ と

瀬戸
ばし

橋
ぞうえい

造営
むねわり

棟割
せん

銭

（
こ

戸
すうわり

数割
せん

銭）を課し、瀬戸橋が造営されました。橋は
かいきょう

海峡が急流であったため中央に
なかしま

中島を

造り、岸を二つの橋で結ぶ
め が ね

眼鏡
ばし

橋でした。

（１３） 釜利谷と
か じ

鍛冶
しょう

匠

かつて、釜利谷は武蔵野国六浦庄
と み た

冨田
ごう

郷と称し、文字も蒲里谷又は釜里谷等と書いていまし

た。鎌倉幕府が開かれ、武家政治の中心地となると
さんきん

参勤のため鎌倉に足を留める武士が増え、

武具の需要増から近隣地の金沢で水質の良い場所を求め、
か じ

鍛冶
しょう

匠が住むようになりました。

【左上が瀬戸橋】
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金沢は温暖で、海を抱えて原材料の砂鉄を運搬、入手するのに都合が良く、山裾の谷から良質

の清水が湧き出て、これを利用して刀剣、
かっちゅう

甲冑
ば ぐ

馬具などを作ったものと思われます。このこ

とを裏付ける「
かね

金
くそ

糞」が、金沢区内の鍛冶匠の仕事場
い せ き

遺跡から事実確認されています。

①白山道
とうこう

東光
じ

寺前清流 ②手子神社前の清流 ③
きたやつ

北谷の
ひ

氷
といざわ

取沢へ抜ける山間の清流

（１４） 金沢北条四代と金沢文庫と
しょうみょうじ

称 名 寺

金沢が鎌倉文化の中心と

して、最もその名を
は

馳せたの

は、
しょうか

正嘉二年（1,258年）北

条
さね

実
どき

時が金沢山
やますそ

山裾の別荘

内に持仏堂を建立し、後の
ぶんえい

文永四年（1,267年）下野国

より
しん

審
かい

海
そうりょ

僧侶を迎え、称名寺

を建立しました。

この後、建治元年（1,275

年）に金沢文庫を建立（七百四十年前）。
がくしゃ

学者、
がくそう

学僧、
ぶ し

武士、
ぶんじん

文人など多くの人が称名寺（文

庫）を訪れ、金沢学校とも呼ばれました。これ以降も多くの
しきしゃ

識者がここを訪れ、金沢文庫で学

ぶようになりました。学問に熱心な
さね

実
どき

時は多くの書物の伝授を受け一層学問に励み、晩年病を

得て職を退いてからも当地に別荘を建て、
じ

持
ぶつどう

仏堂に
み だ

弥陀
さんぞん

三尊（
あ み だ

阿弥陀
にょらい

如来、
かんぜおん

観世音
ぼ さ つ

菩薩、
せ ん し ぼ さ つ

勢至菩薩）を祀り、金沢文庫も共に充実し繁栄しました。（後に入道となり、称名寺殿とも呼

ばれました）

 金沢北条四代･･･北条
さね

実
やす

泰（金沢北条の始祖 1,208～1,263・鎌倉幕府三代執権
やす

泰
とき

時の弟）

①
さね

実
とき

時（初代 1,224～1,276）②
あき

顕
とき

時（二代 1,248～1,301）③
さだ

貞
あき

顕（三代 1,278～1,333）

④
さだ

貞
ゆき

将（四代 1,302～1,333）

 金沢文庫･･･建治元年（1,275年）に実時により創建された以降も、北条四代により管理され、
にちれん

日蓮
しょうにん

上人・
よ し だ

吉田
けんこう

兼好など多くの僧侶、文人がこの地に集まりました。その後、北条氏が滅

亡し、文庫は称名寺へ管理を移されましたが、同寺も次第に衰退し、重要な蔵書、文献など

が
さんいつ

散逸しました。明治になり伊藤博文らの尽力で復興され、旧蔵書の回収が進められました。

 称名寺･･･
さね

実
とき

時が自分の別荘地に
うじ

氏
でら

寺とし建立、
しんごんしゅう

真言宗
な ら

奈良
さ い だ い じ は

西大寺派に属します。
ぶんえい

文永四年

（1,267年）
しもつけの

下野
くに

国から
しん

審
かい

海
そうりょ

僧侶を迎え
しんごん

真言
りっしゅう

律宗に改め開山しました。北条四代に亘り同

寺を保護、多くの
じりょう

寺領が寄付され殊に三代
さだ

貞
あき

顕が
しちどう

七堂
が ら ん

伽藍を完成し園地も拡張整備、この時

代には鎌倉における大寺院の一つとして繁栄しました。
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現存しているものは、金堂（本堂、1,615再建、
み ろ く ぼ さ つ

弥勒菩薩が
ほんぞん

本尊）、
こうみょういん

光明院（
しょうわ

正和五年 1,316

年建立、室町時代風様式の門が最古）、
におうもん

仁王門（
ぶんせい

文政元年 1,818年再建、
におうぞう

仁王像は
げんきょう

元享三

年 1,323年
うんけいは

運慶派の作）、赤門（1,772年再建、
べっしょう

別称
そうもん

総門）、新宮と
たい

太
ほういん

宝院の一部、
しょうろう

鐘楼（
しょうみょう

称 名

の
ばんしょう

晩鐘、
ぶんえい

文永6年 1,269年、
くにみつ

国光・
よりみつ

依光父子作）です。
あ

阿
じ

字が
いけ

池（
べっしょう

別称
しん

心
じ

字が
いけ

池、
げんきょう

元享三

年 1,323年
しょういち

性一
ほ う し

法師・
にかいどう

二階堂
ただ

忠
さだ

貞の作）
いち

一の
むろ

室、
やくしどう

薬師堂、
かいがんじ

海岸寺、三重塔（1,882年に焼失）

は現存していません。

（１５）
さんぞう

三艘、
ぞうがやと

象ヶ谷、
かな

金
ざわ

沢
ねこ

猫

さね

実
とき

時の時代（1,260年頃）に、
とうせん

唐船
さんそう

三艘が
むつ

六
ら

浦の
つ

津

に着岸、その唐船に
いっさい

一切
きょう

経、
せ い じ

青磁の
か び ん

花瓶や
こ う ろ

香炉、
しょくこう

蜀光
にしき

錦等が陸揚げされました。これらは称名寺の

宝物として、現在も金沢文庫に収蔵されています。

「唐船に積まれた象が三艘に着いた時には息絶え

ていた。その象を弔うために象塚を建てた」という

話に
まつ

纏わる地名が
さんそう

三艘の
ぞうがやと

象ヶ谷として残されていま

す。また、唐船が珍しい
いえ

家
ねこ

猫（
から

唐
ねこ

猫）を置いていき、

家や船などの
ねずみよ

鼠除けに非常に
ちんちょう

珍重され繁殖したも

のが
かなざわ

金沢
ねこ

猫（
お な が

尾長・
か ね め

金目
ぎ ん め

銀目）と呼ばれました。（関連資料 P43、58参照）

（１６） 三艘の文殊堂

六浦一丁目にある三艘町内会館の一角にある文殊堂です。昭和四年

（1929年）に京急の逗子線の線路敷設で三艘の町内会館に移設され、

現在もそのままの状態で祀られています。本尊は文殊菩薩坐像（像の

高さ５４ｃｍ）で室町時代後期の作です。古い記録によると、この文

殊菩薩は
あさくらかげ

朝倉景
たか

隆（小田原北条の家臣）の守護仏で、浦郷（横須賀市

追浜）の良心寺の本尊でしたが、後に平分三艘へ移転されました。

（１７）
けんこう

兼好
ほうし

法師（吉田兼好）と金沢

鎌倉末期から室町時代にかけての歌人。弘安六年（1283年）生まれ。当初、掘川家の家司

となり、後に二条天皇に仕えましたが、天皇の
こ う い

皇位争いに嫌気をさして世の無常を感じて出家

しました。晩年は、随筆「
つれづれぐさ

徒然草」を完成させます。兄の兼雄が北条二代顕時、三代貞顕の執

事として仕え、
ち ば

千葉
やす

泰
たね

胤の娘で北条二代顕時夫人の発願にて建立された
れい

嶺
しょう

松
じ

寺が上行寺の近

くの殿谷戸にあったことから、
きゅうきょ

旧居
せき

跡が上行寺の裏山の一画にあったと云われています。称

名寺、金沢文庫にも何度か訪れており、古文書によると「武蔵野国金沢というところに、昔住

みし家の、いたうあれたるにとまりて月、あかき夜／故郷の浅茅の庭の梅雨の上に床は草葉と

やどる月かな」と詠んでおり、金沢をこよなく愛した歌人であります。

【千光寺の猫塚】

【町内会館の文殊菩薩】
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（１８）
にちれん

日蓮
しょうにん

上人と金沢

日蓮上人（1222年-1282年）は
あ わ

安房
きよすみ

清澄
さん

山で修行、十八才で
ひえいざん

比叡山
えんりゃくじ

延暦寺をはじめ、京都、

奈良の寺を尋ね修行し日蓮宗を開宗しましたが、度々鎌倉へも来ています。その折に
むつ

六
ら

浦の
つ

津

を利用して称名寺に何度か立ち寄り、
きょうもん

経文や文献の宝庫である金沢文庫を訪れて修行されて

います。

（１９）
せんちゅう

船中
もんどう

問答

下総
ふなばし

船橋の
ご う し

郷士、
とみきはりまのかみごろう

富木播磨守五郎
たね

胤
つぐ

継（1216年-1299年）が鎌倉へ
さんきん

参勤の
と じ

途次、たまたま
にちれん

日蓮
しょうにん

上人と同船しました。旅の僧が「近頃
あ わ

安房の
くに

国に日蓮という僧がいると聞くが、
ご ぼ う

御坊は

ご存知か」と尋ねると、「私が日蓮です」と名乗ったことから、
たね

胤
つぐ

継と日蓮上人は、六浦の津

に到着するまで法論を戦わせることになりました。議論が尽きず、とうとう
たね

胤
つぐ

継の祈願所であ

った
むつ

六
ら

浦の
きん

金
しょうじ

勝寺（真言宗・後の上行寺）に
とうりゅう

逗留し問答を続け、この法論ですっかり日蓮上

人に
き え

帰依して金勝寺も日蓮宗に改宗しました。
たね

胤
つぐ

継は、後に
しゅっけ

出家し日常上人と称し
ほ っ け じ

法華寺を開

山しました。法華寺（現・
ほけきょう

法華経
じ

寺）は、
み

身
のぶさん

延山
く お ん じ

久遠寺、
いけがみぼん

池上本
も ん じ

門寺、
ふ じ

富士
たいせきじ

大石寺と共に日蓮

宗の四大本山の一つです。

（２０）
あらい

荒井
みょうほう

妙法と
に お う

仁王
そん

尊

六浦で
かいせん

廻船
ど ん や

問屋で財を成した
ご う し

郷士、
あ ら い

荒井
へい

平
じ ろ う

次郎
みつ

光
よし

善

（1261年-1353年）は、
にちれんしゅう

日蓮宗に帰依し、
み

身
のぶさん

延山や中山

の
ほ っ け じ

法華寺に多く
き し ん

寄進、同寺より
みょうほう

妙法を授かり
にっ

日
か

荷
しょうにん

上人と

なりました。その後、
す ぎ た

杉田
みょうほうじ

妙法寺を開山、この寺に移り住

み
にちれんしゅう

日蓮宗に
かいしゅう

改宗しました。妙法は瀬戸
きん

金
りゅういん

龍院附近に屋

敷があり、この井戸は、金沢七井戸の一つの「
あ ら い

荒井」です。

また「日荷上人が
い ご

囲碁に勝って称名寺の
に お う

仁王
そん

尊を三日三

晩背負って身延山へ運んで
おさ

納めた」という伝説があり、
じんずうりき

神通力健脚の神として脚気の守神と奉られ、現在も
みのぶさん

身延山

の
しちめんざん

七面山に参詣する人がいます。（仁王尊は金勝寺のものという説もあります）
じょうぎょうじ

上行寺の境内に樹齢 700年の巨木「
かや

榧」がありますが、日荷上人が身延山から持ち帰った

との
いわ

謂れがあります。（
かや

榧は
い ご

囲碁の
は ん ぎ

版木として使われています）

晩年、妙法は荒廃していた瀬戸橋の架け替え費を全額負担したことでも知られています。

4.
あしかがもち

足利持
うじ

氏と金沢

（１）
だいどう

大道の関所

1,333年、北条氏が
めつぼう

滅亡すると共に金沢北条も滅亡の一途を辿りました。後継者を失い存続
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が困難に陥った称名寺・金沢文庫は荒廃するばかりでしたが、第四代
かんとう

関東
かんれい

管領の
あしかがもち

足利持
うじ

氏はこ

のことを惜しみ、
えい

永
きょう

享二年（1,436年）から三年間、大道に関所を設け、称名寺子院の
じょう

常
ふ く じ

福寺

に管理させて人馬の通行料金「
せき

関
せん

銭」を徴収しました。通常の関所とは異質で、
にん

人
べつ

別
しら

調べは実

施せず、あくまで称名寺・金沢文庫の
ぞうえいひ

造営費を捻出するための関所でした。

（２）
ひきごえ

引越の切通し

六浦上行寺東の丘（上行寺東遺跡）から
でい

泥
ぎゅう

牛
あん

庵にかけての丘

陵地の地名で、中世後半に瀬戸から六浦に抜ける道ができまし

た。この切通しが急坂であったことから「
ひきごえ

引越の切通し」と呼

称されていました。
えい

永
きょう

享 十年（1438 年）永享の乱の際、
え び な

海老名
お わ り

尾張
にゅうどう

入道らは、幕府、管領方の
な が お

長尾
ただ

忠
まさ

政らに攻められ、

金沢合戦で
あしかがもち

足利持
うじ

氏方の
いっ

一
しきなおかね

色直兼らと共に戦に破れ、この坂（引

越）附近で自害したといわれています。（泥牛庵に海老名尾張

入道兄弟の
ほう

宝
きょう

篋
いん

印
とう

塔があります）

＜
えい

永
きょう

享の
らん

乱＞鎌倉公方足利持氏が将軍
よしのり

義教により討伐され

た乱。持氏が将軍職を望み、室町幕府に反逆、これを諌める関

東管領
うえすぎ

上杉
のり

憲
ざね

実とも対立し、戦いは一時関東全域に及びました

が、持氏は利を失い同年 11月に金沢文庫称名寺に入り剃髪し降服、後に鎌倉
ようあんじ

永安寺に護送、

攻められ自害しました。この間に持氏方の
うえすぎ

上杉
のり

憲
なお

直、一色直兼と幕府方
な が お

長尾
ただ

忠
まさ

政らと衝突で、

金沢一帯（寺前、町屋辺り）は
せいさん

凄惨な戦場となりました。

（３）
おおたどうかん

太田道潅と山吹の里

道灌は、
えい

永
きょう

享四年（1432年）鎌倉に生まれました。若き日、金

沢の山に
たかがり

鷹狩に遊び、途中
にわか

俄
あめ

雨にあい、六浦のとある農家で
みの

蓑（雨

具）を借りようとしたところ、少女が無言で「山吹の花一枝」を差

し出しました。
どうかん

道灌はこのことに
い

意を
かい

解せず、事の始終を家臣に告

げると、それは「
な な え

七重
や え

八重花は咲けども山吹の実の一つだになきぞ

悲しき」という古歌に寄せて「
みの

蓑一つさえ持っていないと暗に断り

を告げた」ことを教えられました。それ以来、自身の無学を恥じ、

益々学問に励んだという
い つ わ

逸話があります。

（４）
おぐり

小栗
はんがん

判官と
てるて

照手
ひめ

姫

金沢には、六百年以上前の照手姫の伝説が残っています。照手姫は京都御所の
ほくめん

北面
ぶ し

武士（
け い ご

警護

の武士）の娘でしたが、訳あって
ぎ じ ょ

妓女となり藤沢の盗賊の
しゅりょう

首領、横山太郎の屋敷に居合わせま

した。関東管領の
あしかが

足利
もちうじ

持氏に謀反の嫌疑をかけられた
お ぐ り

小栗
はんがん

判官の横山による殺害計画を事前に知

り、これを判官に伝えました。照手姫から知らされた判官は、宴席で勧められた毒入り酒を一口
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だけ飲み、息が途絶えたよう振るまいました。横山太郎は判官主従全員が死んだものと思い、藤

沢
ゆぎょうじ

遊行寺の裏山に捨て置きました。遊行寺の僧に
かんぜおん

観世音から「判官主従を救え」というお告げが

あり、弟子たちを使わせてみると、従者は全員息絶えていましたが、ただ一人温もりのあった小

栗判官だけが助け出され、一命をとりとめました。

一方の照手姫は、追われる身となり六浦まで逃げ延びましたが追っ手に捕らえられ、川（字名）

の
せんこう

千光
じ

寺の前の「
あぶら

油
つづみ

堤」という所から川の中へ投げ込まれました。姫は日頃から深く信仰して

いた
かんのんきょう

観音経を一心に唱えたところ、奇跡的に野島の漁師に助けられましたが、あまりにも美し

い姫を見た漁師の妻が
し っ と

嫉妬して、
ひめ

姫
こ じ ま

小島の
あお

青
ま つ ば

松葉で
い ぶ こ ろ

燻し殺されかけました。ここでも観音経を一

心に念じ、無事難を逃れましたが美濃国の遊女に売られてしまいました。現在の千光寺の本尊像

は、照手姫の念持仏
せんじゅかんのん

千手観音像です。燻し松は、現在は埋め立てられ消滅していますが、瀬戸橋

北側の
ひめ

姫
こ じ ま

小島にあった松のようです。

その後、判官の
やまい

病も
い

癒え、藤沢の遊行寺で横山太郎を討ち、本復、謀反取りの疑いも晴れ、

ようやく
み の の

美濃
くに

国で照手姫を探しあてました。念願かなって照手姫を妻に迎え、幸せに暮らしたと

いう伝説です。

照手姫の
う ば

乳母
じじゅう

侍従が姫を訪ねたおり、行方知らずを悲しみ、姫の化粧道具を
つつみ

堤に残し
こう

光
でん

傳
じ

寺前

の川に身を投げたことから、この川が
じじゅう

侍従
かわ

川と呼ばれるようになりました。（相模風土記稿）

5. 江戸時代の金沢
かまくら

鎌倉
かいばく

開幕とともに脚光をあび、経済、文化、

観光等ともに繁栄した時代は北条氏の滅亡で
しゅうえん

終焉となり、称名寺や金沢文庫も
す い び

衰微
こうはい

荒廃の

一途を辿ります。再び脚光を浴びたのは家康が

江戸幕府を開き、江戸が政治・文化の中心とな

った頃で、金沢は
てんりょう

天領となりました。当時は、

称名寺百石、瀬戸神社百石、
りゅう

龍
げ じ

華寺五石の石

高でした。江戸市民の生活が豊かとなり東海道

を上り下りする旅人も増え、
こ せ

巨勢
かなおか

金岡（関連資

料Ｐ11参照）や江戸っ子の
おうらい

往来で再び第二期観光時代が到来し、美しい海岸が残る金沢八景や

金沢
しちせい

七井、金沢
し せ き

四石、金沢
はちめい

八名
ぼく

木等が改めて知られることになります。

（１） 金沢八景

今から三百八十年前に、
し な

支那（中国）の
しょうしょう

潚 湘八景をになぞらえて
お う み

近江
はっけい

八景が選ばれると、大

名や旗本が知行地に夫々八景を作り、能見堂を中心にした金沢八景は、
げんろく

元禄七年（1,694年）に
しん

心
えつ

越
ぜ ん じ

禅師の漢詩によって有名になりました。

当初の金沢八景は現在の八景とは場所が若干違っていました。



24

＊当初の金沢八景…

①小泉（
しょうしょう

潚 湘
や

夜
う

雨）

②寺前、柴の辺（
どうてい

洞庭
しゅうげつ

秋月）

③野島、瀬戸（漁村
せき

夕
しょう

照）

④野島、瀬ヶ崎（
こうてん

江天
ぼ

暮
せつ

雪）

⑤峠・朝比奈（
さ ん し

山市晴嵐）

⑥
ひらかた

平潟（
へいしゃ

平沙
らくがん

落雁）

⑦室ﾉ木（
えん

遠
ほ

浦
き

帰
はん

帆）

⑧称名寺（
えん

遠
じ

寺
ばん

晩
しょう

鐘）（カッコ内は支那の
しょうしょう

潚 湘八景です。）

＊現在の金沢八景･･･

①小泉の夜雨（※）かぢ枕とまる雨も袖かけて涙ふる江のむかしをそ思ふ

②瀬戸の秋月 よる浪の瀬戸の秋風小夜ふけて千里の沖にすめる月影

③野島の夕照 夕日さす野島の浦にほす網のならふ里のあまの家々

④内川の暮雪 木陰るゝ松にむもれてくるゝともいさしら雪のみなと江の空

⑤洲崎の晴嵐 賑へるすさきの里の朝けふり晴る嵐にたてる市人

⑥平潟の落雁（※）跡とむる真砂に文字の數をへて鹽干潟に落るかりがね

⑦
おつ

乙
とも

舳の帰帆 沖つ船ほのかに見しもとる梶のおともの浦にかへる夕波

⑧称名の晩鐘（※）はるけしき山の名におふかぬ澤の霧よるもるゝ入相の聲

（現在の金沢八景の内（※）印は
しょうしょう

潚 湘八景になぞらえた当初の八景と違いのないもの）

＊金沢八景は、元禄の頃、心越禅師の漢詩や京極兵庫高門の和歌に詠まれています。金沢八景

詩歌巻一軸は、元は能見堂に所蔵されていましたが現在は喪失しています。
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（２） 金沢
はち

八
めいぼく

銘木

繁栄で多くの人々を集めた鎌倉時代に、称名寺と瀬戸神社に銘木が存在しました。現在はその

多くが枯死してしまい、名を残すのみになっています。

1
あ お ば

青葉の
かえで

楓（称名寺）…
あ

阿
じ

字が池の
ち は ん

池畔にあり、冬でも紅葉しない楓として伝えられていま

した。何代かの樹木も枯れ、二代目の切り株が客殿の玄関内に置かれています。
よう

謡
きょく

曲「
むつ

六
ら

浦」

（室町時代観阿弥の原作）に物語られています。

2
せ い こ

西湖の梅（称名寺）…北条実時が中国から取り寄せた
や え

八重
ざき

咲の
き い ろ み

黄色味かかる種ですが、今は、

存在しません。

3
くろうめ

黒梅（称名寺）…紅梅の濃い種と思われます。今は存在しません。

4 桜梅（称名寺）…八重咲の桜のような
えんれい

艶麗な花をつけました。今は存在しません。

5
もんじゅ

文殊
ざくら

桜（称名寺）…左近の桜になぞらえ
かいぜん

階前の金堂の左に植えられていました。花が獅子

の頭に似ていました。今は存在しません。

6
ふ

普
げん

賢
ぞう

象
ざくら

桜（称名寺）…右近の橘になぞられ階前の金堂の右に植えられていました。桜の
しん

芯が

象の鼻に似ていました。今は存在しません。

7
じゃびゃく

蛇混
しん

柏（瀬戸神社）…拝殿の右前方に植えられてい

ましたが、1,680年の大暴風で倒れ、現在の社殿に使

用されています。幹が白く大蛇が大空に昇るような様

で大変な巨木でした。枯れた幹が横たわっています。

8 三本杉（瀬戸神社）…一つの株から太い幹が三本立っ

ていました。根元で放下僧の仇討ちがありました。

1,680年の大風で倒れました。（関連資料 P15参照）

※
すずめ

雀が
うら

浦の
ひ と つ

一つ
まつ

松（室の木）…金沢八銘木には入っていませんが、
すずめ

雀が
うら

浦の巨岩の上の一本

松は、沖を
ゆ き か う

行き交う
ふなびと

船人の
めじるし

目印になっていました。別に一葉松とも呼ばれていました。

（３） 金沢
ななせい

七井

1
お い ど

御井戸…称名寺赤門近くに小さな井戸があります。
てらまえ

寺前の
しんめい

神明
もり

森に
だいじんぐう

大神宮が祀られ、
おんすい

御水をこの井戸の冷泉を汲んでいました。

2
か め い

亀井…称名寺西側の秋本家の裏庭に
いしづみ

石積
い ど

井戸があります。良質で豊

富に
ゆうしゅつ

湧出して、
かめやま

亀山
てんのう

天皇の
ちょくし

勅旨が称名寺に下向された際、
ご よ う

御用に

立ったとの伝説があります。

3
そめ

染の
い

井…国道 16号を左に入り、能見台団地の下に手押しポンプの

ある井戸があります。泉水が沸いたことで、水質が悪い谷津全町で

炊事用とし多くの人が利用しました。谷の奥に
せ き が や

関ヶ谷
ふ ど う

不動が祀られ、

この近くに
かたな

刀
か じ

鍛冶が住んだ
けいせき

形跡がありました。

【現存する亀井】

【境内に横たわる枯れた蛇混柏の幹】
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4
あ ら い

荒井…瀬戸
きん

金
りゅういん

龍院の近くに荒井家の屋敷があり、この
ていない

邸内にある井戸です。
い ど そ こ

井戸底に
みょうほう

妙法

と刻んだことから、荒井妙法にちなんで、この
こしょう

呼称となりました。

5
あ か い

赤井…バス停「赤井」の近くに
しょうぼういん

正法院という寺が

あります。村人が病気や日照りに苦しむので井戸

を掘り、
か じ

加持（災いを除き、願いを叶えるため仏

の加護を祈ること）をしたところ、鉄分を含む
すす

煤
みず

水・赤茶の水が沸き出ました。この水の色が村

名に由来しています。近隣の共同浴場施設に井戸

を掘削して鉱泉浴場としたのが赤井温泉です。

6
お な か い

小中井…昔の
じ い ん

寺院
けいだい

境内（現在なし）にありました。

日々
ほんぞん

本尊
さま

様に供える
あ

閼か
みず

水を汲んだ井戸で、当時、
お

御
あ

閼か
い

井と呼ばれましたが、後に
お な か い

御中井となり、現在の小中井となったと考えられます。

7
し ら い

白井…金沢文庫近く
や つ

谷津
せんげん

浅間
じんじゃ

神社から伸びる小山（昔、海に突き出た岬）があり、この裾の

乳白色の湧水がでる井戸が白井です。ラジウム鉱泉の旅館がありました。

（４）
けいさんじ

慶珊寺と
とよしま

豊島
ぎょうぶ

刑部
あきしげ

明重

富岡
ち さ き

地先海岸の埋立て前は、山門脇まで海で、

極めて
ふうこう

風向
ぜ っ か

絶佳で閑静な場所でした。寺は
かんえい

寛永元

年（1,624年）
とよしま

豊島
ぎょうぶ

刑部
あきしげ

明重が富岡郷 1,700石を

加増され、目付役に任ぜられた。これを機に父母

の供養のため建立、父親の法名「
か

花
おう

翁
じょう

常
れん

蓮
だ い こ じ

大居士」

から山号を
か

花
おう

翁
さん

山とし、母の法名「
こりんけいさん

瑚琳慶珊
だ い し

大姉」

から寺号を
けいさん

慶珊
じ

寺（真言宗御室派）としました。

豊島家は
かん

桓
む

武平氏の出で、畠山重忠と同属で、徳川三代（家康･秀忠･家光）旗本とし仕え、

寛永五年（1,628年）西の丸殿中で、時の老中・中井
まさなり

正就に対し、
にんじょう

刃傷に及び切り伏せまし

た。（長子
つぐ

継
しげ

重は切腹、豊島家は家名断絶、家禄没収となりました。）この際に中井は背後か

ら青木忠精に抱き止められましたが、青木まで田楽刺しで共に絶命しました。明重は老中・中

井の権勢欲と春日局による
と か く

兎角政治を恐れ、世に警鐘を鳴らす正義の
にんじょう

刃傷
じけん

事件でした。（関

連資料 P40参照）

江戸城三大刃傷事件は、①1,628 年
とよしま

豊島
あきしげ

明重刃傷事件 ②1,684 年の
い な ば

稲葉
い わ み

石見
かみ

守が大老
ほ っ た

堀田
まさとし

正敏刃傷事件、③1,701年
あさの

浅野
たくみのかみ

内匠頭が
き ら

吉良
こうずけの

上野
すけ

介刃傷事件であります。
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（５） 野島百軒と塩風呂

太古の野島は
ひらがた

平潟
わん

湾の前面に浮かぶ島で、美しい

景観と温暖な気候で山海の幸にも恵まれ、猛獣や外

敵に襲われることもなく、七千年以上昔から古代人

が暮らしを営んでおりました。

凡そ、四千年前は町屋から
おっ

乙
とも

舳
かいがん

海岸に
さ す

砂洲が延び

陸続きで、江戸時代は
すさきむら

洲崎村に属し、殆ど独立した
うちわん

内湾
ぎょぎょう

漁業に携わる人が住み、素朴な生活が営まれて

いました。江戸時代には、代々将軍家に鯛を献上す

る漁師もいました。野島には「野島百軒」と呼ばれる「
こ す う

戸数が
ひゃくけん

百軒を越えると災害が起きる」

という言い伝えがあり、住人は長年に亘りこれを守ってきました。

また、野島山の南麓の稲荷神社が祀られた辺りに、紀州藩主
とくがわよりのぶ

徳川頼宣（家康の十番目の子、紀

州家の元祖）が治療のため海水を引き「塩風呂」をたてたという伝説があります。

（６）
せき

咳
がみさま

神様

国道 16号のバス停東富岡の近くの小高い丘に「
ほう

法
きょう

橋
さま

様」と呼ばれた
ほこら

祠があり、百日咳や

風邪が快癒するといわれ、多くの住人が信仰する「咳神様」が祀られています。全快した御礼

に竹筒に甘酒を入れ、咳神様へあげる風習があり、住民による信仰心が守られてきました。

（７）
えのき

榎
じぞう

地蔵

州崎から
おつ

乙
とも

舳
かいがん

海岸に至る途中、野島橋へ通ずる道路との交差点の大きな榎の根元の小さな祠

に地蔵尊が祀られています。水戸藩主
とくがわ

徳川
なり

斉
あき

昭が金沢来遊の折、家来が霊験あらたかな地蔵尊

であると報告すると、
ご う き

剛毅な性格の
れつこう

烈公（斉昭の別称）は人心を惑わしてはならないと海に投

げ込んでしまいました。この地蔵尊が、はるばる海を渡り斉昭の領地の
ひ た ち

常陸の海岸に流れ着い

たという謂れがあります。東京湾を経て鹿島灘の海岸に流れ着くという伝説ならではの話です。

（８） まわり地蔵

州崎の
りゅう

龍
げ じ

華寺山門の右側の
す ざ き

州崎
じんじゃ

神社社殿の裏に地蔵堂があります。この地蔵は江戸の初期

（1,524年）に村人の浄財で造られた仏様で、高さ七十六ｃｍの寄木造りの坐像で、祭壇正面

に祀られています。また、祭壇左側の
ず し

厨子に安置された十七ｃｍの小さな立像が祀られていま

すが、この小さな地蔵さまが「まわり地蔵」です。

子育てや子授かりにご利益があり、「まわり地蔵」は、かつては厨子に入れられ、三日ごと

に村の家々を回って、お花や供物（ご飯･お茶･水など）をあげて篤く祀られた風習がありまし

た。伝説では、村人が
す さ き

洲崎
かいがん

海岸の海草取りの時に波に、打ち寄せられた地蔵様を見つけて私宅

に持ち帰り大切にお祀りしたことが始まりであるとのことです。
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（９）
にゅうじょう

入 定
づか

塚

以前の
おつ

乙
とも

舳
かいがん

海岸は砂浜が広く、少し高くなった砂丘に枝ぶりの良い松並木があり、この根元

に入定塚がありました。現在は金沢小前の道路が海岸に至る左側にあり、一番大きな石仏が入

定塚です。
にゅうじょう

入 定とは、心を集中して無我の境地に入ること、聖者や僧呂等が入滅することを

言います。
でんかい

伝海上人は、村人への教化に努め、人々から大変尊敬されていました。

むかし、小柴と野島は海岸線の細い

道で結ばれていましたが、大波が寄せ

るたびに海道が壊されて、村人たちは

困っておりました。また、町屋、寺前

などに
えきびょう

疫病が
まんえん

蔓延し、多くの村人を苦

しめていました。

伝海上人は、この様な惨状を嘆き、

村人を法力により救おうと、地中深く四尺四方の穴を掘り、自ら
たる

樽の中に入り息をするための

竹筒を地上まで伸ばし穴を埋めさせました。「地中から鐘の音や
ねんぶつ

念仏が聞こえる間は一心に祈

り、それが絶えたら死んだと思ってくれ」と言い残し地中の人となりました。それから地中で
き と う

祈祷していましたが、念仏の声は次第に小さくなり、鐘の音も途絶え、とうとう七日目に悲し

い朝を迎えました。上人の捨て身の功徳により、波による海道の侵食や村人を苦しめた
えきびょう

疫病は

治まり、伝海上人の徳に感激した地元の村人が入定塚を祀って弔いました。この信仰は今でも

村人に受け継がれています。

（１０）
でいき

泥亀新田と牡丹園、大橋別荘

約三百五十年前の
かん

寛
ぶん

文八年（1,668年）に
ひらかた

平潟
わん

湾に塩田二町歩、
はしり

走
かわ

川（
きみがざき

君ヶ崎と
ま ち や

町屋の間）

水田十五石を完成させた
ながしま

永島
だん

段
う

右
え も ん

衛門
すけ

祐
のり

伯の功績を
たた

称え、
が ご う

雅号「
で い き

泥亀」をとって
で い き

泥亀
しんでん

新田と命

名しました。父
どうせん

道仙は江戸幕府の
ご て ん い

御典医で、子の
すけ

祐
のり

伯は官を辞してから野島に住み、
かんたく

干拓事業

に取り組み、度々の災害（関東大震災・集中豪雨・津波２回）と苦難を乗り越え、実に「九

代･二百年の歳月を費やし完成」させた大事業でした。

広大な邸内に
ぼ た ん

牡丹
えん

園があり、美しく優雅に咲く開花時には大変賑わったと云われています。

始まりは徳川幕府
げんろう

元老酒井候から贈られたといわれています。

その後を引き継いだ
おおはし

大橋
しんたろう

新太郎家（
き ぞ く

貴族
いんぎいん

院議員）の別荘には、牡丹園・サボテン園があり、

共に有名となりました。大橋新太郎氏は、小説の
こんじき

金色
や し ゃ

夜叉のモデルになった人物です。
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（１１） 横浜唯一の大名
よねくら

米倉
さま

様

金沢八景駅を右折し旧道を百メートル程

行き、京急線のガードを潜ると
さんぽう

三方
がけ

崖
ち

地の

住宅街があります。ここは徳川時代横浜唯

一の大名米倉氏の六浦藩
じ ん や

陣屋
あと

跡です。同氏

の
りょうぶん

領分は一万二千石で、金沢の他
は だ の

秦野市、

町田市、栃木市（栃木県）
くまがやし

熊谷市（埼玉県）、
あんなかし

安中市（群馬県）に分散していました。

米倉氏の
し そ

始祖は
せ い わ

清和
げ ん じ

源氏で武田氏の
か し ん

家臣

でしたが、後に
ひそ

密かに徳川氏の
せいりょく

勢力拡大に
かくさく

画策し、初代米倉
たね

種
つぐ

継が関が原・大坂冬夏の陣（1,615年）で
せんこう

戦功を立て、
か い の

甲斐
くに

国
むさしの

武蔵
くに

国で
ちぎょう

知行

を賜り、米倉氏最初の
ふ だ い

譜代
だいみょう

大名
まさただ

昌尹から何代か後、
ち え ん

地縁
けつえん

血縁の
ろうじゅう

老中
やなぎさわ

柳沢
よし

吉
やす

保の六男
やす

保
のり

教（後

の
ただすけ

忠仰）が同氏と養子
えんぐみ

縁組となり、当主
まさただ

昌尹の時に
しもつけの

下野
くに

国
みながわ

皆川から武蔵国
く

久
ら

良
き

岐
ぐん

郡金沢村瀬

戸に移りました。享保七年（1,722年）、三方
けわ

嶮しい
が け ち

崖地前面
ひらかた

平潟
わん

湾で
ようがい

要害の地に陣屋（お屋

敷と呼ばれる）を構えました。この後、十六代
まさ

昌
こと

言が
ししゃく

子爵を賜り
か ぞ く

華族に列し、明治四十二年に

死去するまで当地で米倉氏は続きました。

（１２） 江戸城金沢の間の障壁画

江戸城本丸御殿金沢の間の障壁画に、金沢の風景が描かれていました。徳川家康が金沢の風

景を賞賛したことから、狩野光信（1565～1608年）が能見堂からの眺望を慶長十一年（1606

年）頃に描いた美しい風景画です。この絵については、三浦浄心の著「巡礼物語」に紹介され

ています。この他にも二の丸・西の丸御殿にも、金沢の風景画が狩野派奥絵師により描かれて

いました。全ては現存しませんが下絵は保存されています。

（１３）
ごん

権
げん

現
やま

山と
とう

東
しょう

照
ぐう

宮

京急金沢八景駅の西側にある山が権現山です。万治元年（1658年）
えんつうじ

円通寺境内に当地代官
や ぎ

八木
じ ろ う

次郎
え も ん

衛門により東照宮が建立され、別当寺として日輪山観音院円通寺を開山しました。当

時、江戸から将軍代参の大名などが増加、それらの人々の休息・宿泊場所として当寺客殿が利

用されました。この権現山の
じゅ

樹
そう

叢はお伊勢山と共に市内天然記念物に指定されています。

また、金沢園北側の小柴の小高い山も権現山と呼ばれています。東側海岸（元は海）に面す

る丘に熊野神社が祀られています。さらに、朝夷奈切通しが通る山も権現山と呼ばれており、

この山中に熊野神社が祀られています。権現山は、日本各地にあり、仏が仮の姿（権現）とし

て現れた山だと云われています。徳川家康も神号として東照大権現を名乗っています。
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 東照宮･･･慶長五年（1600年）徳川家康公が鎌倉から金沢を経由して江戸に入る際に、この

場所（円通寺）に立ち寄り、境内山頂より金沢の景観をご覧になり非常に満足されました。

このことを秀忠（二代将軍）に再三語られ、その後、駿府への往還の際にも立ち寄られてい

ます。秀忠公が「父家康公がそれ程までに気に入られた地であれば」との経緯から、山頂に

御殿建設の準備を進めましたが間に合わず、家康公の逝去後元和二年（1616年）御殿に換え

東照宮を建立しました。（関連資料 P47参照）

（１４） 金沢に縁のある
ようきょく

謡曲

謡曲は、能楽などに使われる詞と曲で「
うたい

謡」とも云われ、室町時代に完成しています。
わき

脇
のう

能

（神事能「
たかさご

高砂」など）、
しゅらもの

修羅物（男物「田村」など）、
かずら

蔓
もの

物（女物「熊野」など）
ぐるい

狂
もの

物（世

話「隅田川」など）、
おにもの

鬼物（「
やまんば

山姥」「大江戸」）の五種に分かれます。作者は、
か ん あ み

観阿弥、
ぜ あ み

世阿弥、
ぜん

禅
ちく

竹などの能役者が殆どで、
か ん ぜ

観世、
こんぱる

金春、
ほうしょう

宝生、
こんごう

金剛、
き た

喜多の五流があります。金沢に縁の

ある作品は、「鵜飼」「放下僧」「六浦」などです。

1 謡曲「
う か い

鵜飼」･･･
ぼう

房
しゅう

洲
きよすみ

清澄から
こうしゅう

甲州
い さ わ

石和に旅した僧が、鵜飼の亡霊に会い供養する話で、

この冒頭に「行く末何時と白波の安房の清澄立ち出でて六浦のわたり鎌倉山やつれ果てる旅

姿･･」とあります。日蓮の石和川伝説と鵜飼山
おんみょうじ

遠妙寺の寺記に関連する謡曲です。

2 謡曲「
むつ

六
ら

浦」･･･称名寺での旅の僧と青葉の楓の精との会話をテーマにした謡曲です。
れいぜい

冷泉
ためすけ

為相が
あ お ば

青葉の
かえで

楓（金沢八銘木の一つ）を詠んだ和歌と、
ぎょう

尭
けい

恵の「北国紀行」を基に室

町時代後期に作られました。江戸幕府公式記録「徳川実紀」に、城中で数十回の演目として

「六浦」が演じられたとの記録があります。

3 謡曲「
ほ う か

放下
ぞう

僧」は、仇討ち事件ですが、詳細は前述 15頁「放下僧」をご参照ください。

4 謡曲「金沢
しょうじょう

猩 々」は、武蔵野国金沢は山裾深く海が入り込む景勝地、「六浦」が舞台で酒

の楽しみと景勝をテーマにした謡曲です。そこに住む酒慶が
しゅんしょう

春 宵（春の夕べ）の海辺で友

との酒を酌み交わしていると、猩々(架空の動物）が海中より現れ酒席に加わります。酔い

に興じて猩々が舞い、夜更け海中に帰る際、銘酒持参を約束し消えます。やがて猩々が再び

現れ、宝の酒壷を与えます。酒慶らが「
こと

殊
さら

更、六浦が唐土西湖にも勝る、詩人もこれを誉め

給ふ」と謡い、金沢の名勝を愛でています。詩人は渡来僧の
せい

清
せつ

拙
しょうちょう

正澄 を指します。

6. 明治・大正時代の金沢

（１）
べっそう

別荘
ち

地金沢

明治期に入り東海道線、横須賀線などの鉄道が発達しましたが、金沢を通らなかったため、江

戸時代には、江ノ島、鎌倉と並ぶ観光地として親しまれた金沢は、一時期、すっかり世間から隔

絶された地となりました。しかし、横浜の開港により外国人が増え、料亭などもできて、多くの

文人や政治家が好んで訪れるようになると、閑静な別荘地としてふたたび脚光を浴びるようにな

りました。
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（２） 伊藤博文と明治憲法

伊藤博文が
いのうえ

井上
たけし

毅、
い と う み よ

伊東巳代
じ

治、
か ね こ

金子
けん

堅
た

太三氏

の協力を得て、明治二十一年六月から
す さ き

州崎の
あずまや

東屋

で憲法草案を練ったことは、余りにも有名ですが、

金沢が陸の孤島で世の雑音を断ち草案作りに没頭

するには絶好な地であったためと考えられます。

当時、東屋に盗賊が入り、重要資料入りの
やなぎごうり

柳行李

が盗まれましたが金銭目的であったため、憲法
そうあん

草案の重要性が分からず、盗品の
やなぎごうり

柳行李に入った

まま近くの
た

田の
あ ぜ ち

畦地で発見されました。その後、博文がこのことを恐れ
なつ

夏
しま

島の別荘へ移り、草案

は明治二十二年に完成しました。

（３） 製塩の廃業と
の り

海苔養殖、
れんこん

蓮根栽培の普及

明治以降の金沢は、
のう

農
ぎょぎょう

漁業が主で六百年の歴史を有する
せいえんぎょう

製塩業は明治四十三年の
せいえんち

製塩地
せ い り

整理

の法律公布で全て廃業しました。この名残として、現在も
むつ

六
うら

浦に「
し お ば

塩場」の地名や屋号が残って

います。明治十年に遠浅の海岸を利用した｢
の り

海苔｣の養殖が始まり、同二十三年には
むろ

室の
き

木で
か き

牡蠣

の養殖試験場ができ、本格的な養殖事業が開始されました。明治三十三年に町屋の
し ば た

柴田
とら

虎
きち

吉が浜

名湖から
れんこん

蓮根の種を取り寄せ、泥亀新田を中心に金沢全域から追浜まで蓮根栽培が普及し重要な

農産物となりました。

（４）
ちょうそん

町 村
ぶんごう

分合
かいしょうれい

改 称 令（金沢村、
むつ

六
うら

浦
そう

荘
そん

村、
とうげむら

峠 村（朝比奈））

明治二十二年に
ちょうそん

町村
ぶんごう

分合
かいしょうれい

改称令により、富岡村、柴村、谷津村、寺前村、町屋村、泥亀新田

村、洲崎村、野島村を合併し金沢村に、三分村と釜利谷村は合併して六浦
そう

荘
そん

村となりました。

朝比奈村は当初相模国鎌倉郡峠村と言いましたが、明治三十年（1897年）に久良岐郡に編入

され六浦荘村大字峠村、昭和十一年横浜市に編入磯子区朝比奈町、昭和二十三年に磯子区から分

離独立し、金沢区朝比奈町になりました。

（５）
ぎ む

義務
きょういく

教 育の始まり

明治五年に
がくせい

学制が
は ん ぷ

頒布され
む が く

無学
ぶんもう

文盲の
ぜつめつ

絶滅の名の下に義務教育が始まり、全国各地に小学校の

前身である
がくしゃ

学舎が寺院等を利用し発足し金沢にも四学舎が設けられました。

①富岡・
ごう

郷学舎（
じ

持
みょういん

明院）後の富岡小学校

②金沢・
ち

知
そく

足学舎（
りゅう

龍
げ じ

華寺）後の金沢小学校

③六浦・
さ ん ぶ

三分学舎（
こうでんじ

光伝寺）後の六浦小学校

④釜利谷・
あ か い

赤井学舎（
まんぞういん

満蔵院）後の釜利谷小学校

明治二十七年に金沢小学校、同三十三年に六浦三分小学校に夫々
こうとうか

高等科が併設されました。当
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時、
じんじょうか

尋常科四年（義務教育）、高等科四年、明治四十三年に尋常科六年（義務教育）、高等科二

年になりました。

 大正十二年九月一日
かんとう

関東
だいしんさい

大震災がおこり、東京近郊が再起不能と思われる大被害を蒙りまし

た。この危機を緊縮財政で乗切る方針で、金沢でも学校統合が行われ六浦荘村の三分尋常小

学校、釜利谷尋常小学校の二校を統合し
むつ

六
うら

浦
じんじょう

尋常
こうとう

高等
しょうがっこう

小学校を設立しました。釜利谷尋常

小学校の
じんじょうか

尋常科四年生以上の児童が山越えの六浦尋常高等小学校へ通うことに釜利谷の住

人が反発し
どうめい

同盟
きゅうこう

休校を敢行し私立学校を建てて強力に抵抗しました。この事態を憂慮した

先代の相川文五郎氏が資金協力し、
しら

白
やま

山
みち

道トンネルを広く改修して、児童が通学しやすくす

ることで、昭和二年にこの問題が解決しました。（関連資料 P37参照）

（６） トンネルの開通による交通等の発達

 明治四年郵便事業（横浜・横須賀・浦賀・三崎金沢の間）が始まり、武蔵金沢郵便局が

開局し普通郵便集配を開始しました。

 明治三十三年、六浦と逗子間の県道改修が行われ、池子トンネル開通しました。

 明治四十年、現在の国道十六号線に、青砥バス停・鳥見塚バス停・東富岡バス停間の二箇所

に富岡瑞道が完成しましたが、大正十二年の関東大震災で崩落、青砥トンネルは山側にもう

一本増設、複式瑞道が再稼動し、東富岡側隧道は現在のような切通しに変貌しました。

 明治四十四年、六浦と釜利谷間のトンネルが開通、村役場や通学が便利になりました。

 従前は、八幡橋と寺前神社前を乗合馬車が運行されていましたが、大正十年、八幡橋と逗子

間に乗合自動車が運行され、他所への交通が便利になりました。

 大正三年に六浦信用組合、同十二年に金沢信用組合が設立されました。昭和二十六年（1951

年）六月、信用金庫法の施行で横浜信用金庫へ合併しました。

（７） 金沢の有名人

閑静で風光明媚な桃源郷であった金沢には料亭などが建てられ、外国人や多くの文人・政治家

等の別荘もでき、多くの有名人が訪れることになります。

 金沢ゆかりの主な有名人

1
い と う

伊藤
ひろぶみ

博文

長州藩の下級武士で松下村塾に学ぶ。明治の元勲。洲崎の前に野本家に仮寓、明治二十年頃、

瀬戸の料亭東屋や夏島別荘で明治憲法草庵を練る。（関連資料 P31、53参照）

2
いのうえ

井上
こわし

毅

熊本藩士。伊藤博文の下で明治憲法制定に尽力。外務・文部・内務・大蔵大臣を歴任。元老

3
おおとり

大鳥
けいすけ

圭介

播磨出身の幕臣。榎本武揚と函館仮政府奉行。維新の際函館立籠もりで投獄。明治元勲の一人

4
た な か

田中
ふ じ

不二
まろ

麿

名古屋出身。明治初期に岩倉使節団に参加。欧米教育制度を確立する。教育行政家、
すうみつ

枢密
こ も ん

顧問
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5
まつかた

松方
まさよし

正義

播磨藩の出身、首相・蔵相・元老。子息の幸次郎氏は美術品収集家、松方コレクションで有名

⑥
さんじょう

三条
さね

実
とみ

美

明治維新の
げんくん

元勲、公卿。尊王攘夷運動の先頭に立つ。明治四年（1871年）太政大臣、内大臣

⑦ ヘボン博士

米国人の医師･宣教師。安政六年（1853年）来日し慶応三年（1867年）日本最初の
わ え い

和英・
え い わ

英和

辞典「和英語林集成」を完成、ローマ字を創設した人である。

⑧
か わ い

川合
ぎょくどう

玉堂

愛知県出身。日本画家の巨匠で自然と人々の生活をほのぼのと描いた。鏑木と大正九年より十

数年間金沢が騒がしくなるまで富岡の別荘に居住する。

⑨
の ぐ ち

野口
ひ で よ

英世

福島県出身。開港で外国からの
でんせんびょう

伝染病
ぼ う し

防止施設長浜
けんえきしょ

検疫所に
い か ん ほ

医官補とし明治三十二年着任。
おう

黄
ねつ

熱
びょう

病、
ばいどく

梅毒、
じゃどく

蛇毒の難病研究に業績。自身黄熱病に侵され病死。

⑩
よしかわ

吉川
えい

英
じ

治

横浜生まれ（1,892年～1,962年）小説家。横浜に強い郷愁を抱き、昭和七年（1,932年）寺

前の農家を借り避暑。良く散歩で称名寺へ足を向ける。代表作には
みやもと

宮本
む さ し

武蔵、
しんへいけ

新平家
ものがたり

物語、
し

私
ほんたいへいき

本太平記など。

11
な お き

直木
さんじゅうご

三十五

本名
うえむら

植村
そういち

宗一（明治二十四年大坂生）大衆小説家。43歳で没。菩提寺は
ちょうしょうじ

長昌寺。直木
しょう

賞を
そうせつ

創設

（文藝春秋）主作品
なんごく

南国
たいへいき

太平記、
くすのき

楠
まさしげ

正成
ゆ ら

由良
こんげんだいさつき

根元大殺記 （関連資料 P40参照）

⑫
かぶら

鏑
ぎ

木
きよかた

清方

東京神田生まれ。明治、大正、昭和に亘り活躍。日本画「美人画」の大家。文化勲章受章者。

金沢に因む作品は、君が崎漫筆･遊心庵漫筆、金沢絵日記。

7. 昭和時代の金沢

（１） 鉄道が開通

昭和五年湘南電鉄（京急）が黄金町⇔浦

賀間、金沢八景⇔逗子間と開通し、静かな

金沢に文化の波が急速に及ぶ時代に突入し

ました。

（２） 戦争の足音と終戦、高度成長

昭和に入り日本は急速に戦時色を強めて

いきました。軍港・横須賀に近い金沢にも

軍需工場や軍事施設が進出しました。
【湘南電鉄のパンフレット】
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1 兵器工場の進出

昭和九年日本飛行機（株）が昭和町、同十一年日本製鋼所横浜工場、同十三年日本兵器富岡工

場が掘口、同十四年石川島造船所航空機部が昭和町、金沢山林四十万坪を買収した日本兵器など

の兵器工場が進出しました。

2 追浜海軍共済病院

昭和十四年追浜海軍共済病院（現在の横浜南共済病院）が開院しました。

3 国の兵器研究施設

昭和十六年
こ ず み

小泉
こ う ち

耕地を強制買収、
おっぱま

追浜
こう

航
くう

空
しょう

廠
ししょう

支廠（
だいぐんじゅ

大軍需工場）が進出し、数万人の従業員

が働きました。

4 軍需道路の整備

金沢八景から朝比奈までは曲がりくねった細い道でしたが、昭和十九年に
ねんりょうしょう

燃 料 廠と
おっ

追
ぱま

浜
こう

航
くう

空
しょう

廠を結ぶ
そうぶずい

相武隧
どう

道の貫通で大船との交通が便利となりました。朝比奈町は突然、街の

真中に広い道路ができ、景観や住環境が一変しました。昭和二十年八月太平洋戦争終戦により、

復員軍人の家族の急増で金沢区各町内に住宅建設が進み、人口は計り知れない速度で増加してい

きました。昭和二十四年の金沢小学校は児童数三千人超となり、横浜一のマンモス校となりまし

た。

5 横浜市立大学、金沢高校開校

昭和二十四年横浜経済専門学校、医学専門学校（現在の横浜市立大学）が金沢区に航空廠の建

物を利用して設立されました。昭和二十六年横浜市立金沢高等学校が開校しました。

6 高度成長と環境汚染、環境破壊

昭和三十年頃より、団地造成工事で里山を切崩し、工場誘致、海岸埋立が各地で行われました。

人口急増に伴う自然環境の破壊は甚だしく、平潟湾への汚物流入、侍従川の汚染、交通渋滞など

が進み、
けいしょうち

景勝地
かなざわ

金沢の景観が短期間で急激に失われました。

（３）
じょうぎょうじ

上 行 寺
ひがし

東 やぐら
ぐん

郡
いせき

遺跡の発見

昭和六十年頃、
じょう

上
ぎょうじ

行寺
ひがし

東
うら

裏の丘で

やぐら郡遺跡が発見され、著名な歴史

学者や地元住民から、遺跡保存を行政

に訴える動きがあり、この問題が地元

で話題となり、マンション建設か史跡

保存かで論争となりました。

マンション建設に伴う事前発掘調査

の結果、やぐら四十四基、
たてもの

建物
あと

址十棟

分、人骨百体以上五輪塔四百個以上な
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ど、夥しい数の遺跡、遺物が発見されました。「やぐら」とは鎌倉、室町時代の
ふ ん ぼ

墳墓の一種で、

岩壁を四角に掘った横穴のことです。これは、鎌倉地方独特のもので金沢区内でも良く見かけま

す。

丘の頂上近くに岩を削って造成された平坦部には、
きょうじょう

胸 上は失われていますが、東を向いた大

きな
あ み だ ぞ う

阿弥陀像の坐像があります。すぐ前面に二間×三間の念仏堂、さらに南側に続く長径三メー

トルの
いけ

池
あと

跡があり、これが
ごくらく

極楽
じょうど

浄土
はすいけ

蓮池を象徴しています。この
あ み だ ぞ う

阿弥陀像、建物、池などを備え

る遺構は鎌倉にも類例を見ない特異な遺構であると、専門家が指摘しています。

洲崎町にある
りゅう

龍
げ じ

華寺の「
かなざわ

金沢
りゅう

龍
げ じ

華寺
りゃく

略
え ん ぎ

縁起」に「
みなもとのよりとも

源 頼 朝が六浦の山中に
じょう

浄
が ん じ

願寺を建立、

この場所は高い山ではないが
き が ん

奇岩
れいくつ

霊窟があり
だ ん ば

壇場を構える」など記されています。また、奈良の

高僧「
にんしょう

忍性」がこの寺に定住、
りっしゅう

律宗を広めたことや寺が火災に遭ったため東北の方角に移転し、

「龍華寺」として再建したことが記されています。その結果、この遺跡は「
じょう

浄
が ん じ

願寺
あと

跡」との見

方が濃厚となり、一部が復元保存されています。（関連資料 P45参照）

8. 明治・大正・昭和の
むつ

六
ら

浦

（１） 六浦藩から六浦県へ

明治二年（1869年）全国的に府藩県制（版籍奉還）が敷かれましたが、横浜唯一の大名、米

倉氏がいましたので、同氏領（宿、赤井、寺前、平分、寺分、社家分）6ヶ村は六浦藩となり、

明治四年（1871年）七月廃藩置県により六浦県（知事米倉
まさ

昌
こと

言）となり、同年十一月に神奈川

県に合併されました。

（２） 六浦地域やぐら群の調査

上行寺を中心とした六浦地域のやぐら群は、昭和六十一年（1986年）上行寺東遺跡保存の際

に、周辺の遺跡調査が行われ、その結果、金龍禅院、泥牛庵、能仁寺跡、上行寺東遺跡、嶺松寺

跡、お伊勢山、六浦二丁目個人宅裏墓地、長生寺、西ヶ谷戸Ａ・Ｂ郡の十一のやぐら群と、上行

寺東遺跡四十一基を含む百五十基のやぐらが確認されました。このやぐらの大半が、室町時代（15

世紀初頭頃）に六浦湊に面した寺院と関係したものと考えられています。

＊六浦北部遺跡は、京急六浦駅から 250ｍの丘陵上（六浦五丁目）にありましたが、現在は住

宅地となっています。昭和五十六年（1981年）に発掘、遺構二十二口の横穴、二口の竪穴が確

認され、この中には人骨片、石造物、陶器などが発見されています。鎌倉時代後半のものと見ら

れています。
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（３） 念仏講と庚申講

念仏講は毎月当番になった家に集って、大きな繰り数珠を廻しながら念仏を勤める講でした。

念仏講は女性のみの集まりで男性は庚申講でした。念仏が終了すると、夫々が持ち寄ったご馳走

を戴く、賑やかな会食となり、主婦の息抜きの場でもありました。朝比奈地域が平成十八年（2006

年）頃まで、三艘では現在も実施されているようです。

（４） 三分小学校の開校

明治五年（1872年）学制制定に基づき、翌六年に川の光傳寺に三分学舎が開校、同十一年

に
たかばし

高橋附近に移転し三分学校となり、明治二十六年に初代校長、平田恒吉氏のもと、三分小学

校となりました。大正十五年には現在地に移転し釜利谷小学校と合併、昭和二十二年（1947

年）に六浦小学校となりました。

（５） 六浦荘村が誕生

明治二十二年（1889年）市町村制により、三分村（平分、寺分、社家分）、釜利谷村、泥

亀新田飛地が合併して六浦壮村が誕生、同三十年（1897年）相模国に属する峠村が六浦荘村

に編入されました。昭和十一年に金沢町と合併し磯子区に属しました。

（６） 池子随道の完成

明治三十三年（1900年）六浦から逗子市に至る県道 205号線にある池子随道（全長 98.8ｍ）

が完成、同二十二年に開通している横須賀線（逗子駅）を利用するのに大変便利となりました。

（７） 瀬戸神社へ合祀

明治四十二年（1909年）政府指令で、瀬戸神社に八社が合祀されました。＊は社殿現存、

例祭を実施しています。

1 室ノ木「熊野神社」は
い ざ な

伊邪那
ぎの

岐
みこと

命、
い ざ な

伊邪那
みの

美
みこと

命、
はや

速
たまおの

玉男
みこと

命

2 六浦「大神宮」は
あま

天
てらす

照
おおみかみ

大神

3 瀬ヶ崎「＊稲荷神社」は
うか

倉
の

稲
みたまの

魂
みこと

命

4 高谷「＊白山神社」は、
く く り ひ め の

菊理比売
みこと

命

5 三艘「＊浅間神社」は
このはなさくやひめの

木花咲耶比売
みこと

命

6 川「日光神社」は
あじすき

味耜
たかひこねの

高彦根
みこと

命

7 川「＊諏訪神社」は
たけ

建
みなかたの

御名方
みこと

命

8 大道「＊山王神社」は、
さるたひこの

猿田彦
みこと

命

（８） 塩専売法の施行

平潟湾の金沢塩田は、三艘辺り（六浦・塩場）・小泉下、谷津大沢辺り（内海）で早くから

製塩が盛んでしたが、明治三十八年（1905年）塩専売法施行により姿を消しました。
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（９） 白山道隧道の開通

明治四十四年（1911年）山越えの道に変わる通路として、釜利谷村と三分村を結ぶ白山道

隧道（全長 110ｍ）が開通、釜利谷村との交流が大変便利になりました。

（１０） 最初の国勢調査

大正九年（1920年）全国で最初の国勢調査が実施され、六浦荘村 4,219人、金沢村 5,232

人、合計 9,451人でした。

（１１） 関東大震災による大きな被害

大正十二年（1923年）九月一日に南関東を襲った関東大震災（震源相模湾北西部・Ｍ７．9、

震度６）が発生、久良岐郡中で金沢村の被害が甚大で、全戸の約９割が全壊、全焼、大破であ

り、六浦荘村も住宅の約６割が被害を受け、金沢村で死者 43名、負傷者 203名、六浦荘村で

死者 12名、負傷者 85名の大災害が発生しました。農業では農地の陥没、隆起、亀裂など、漁

業では海底の隆起、干満の変化現象など、共に大きな被害が発生しました。

（１２） 湘南電気鉄道の開業

昭和五年（1930年）湘南電気鉄道（京急の前身）が黄金町～浦賀間、金沢八景～逗子間で

開業され、金沢区内に二駅（金沢文庫、金沢八景）が設置されました。昭和十八年（1943年）

に池子地区旧海軍施設（弾薬庫）関係者専用の仮駅「六浦荘」が開業、昭和 24年（1949年）

に金沢八景寄り 500ｍに「六浦駅」が移設開業しました。

（１３） 県営住宅の建設

昭和十六年（1941年）頃に横浜・横須賀の軍事

施設拡張に伴い、金沢区にもこれに係る軍需工場

（日本製鋼所・日本兵器富岡・石川島造船所・日本

飛行機など）が進出、事業所に勤務する従業員・工

員の住宅として、西大道住宅、大道県営住宅の建設

が始まりました。この状況は、ほぼ金沢区全域に拡

張されていきました。また、昭和十九年（1944年）

にこれに関連する金沢-大船間を結ぶ相武隧道が貫

通、六浦原宿線が開通しました。

（１４） 大道国民学校（大道小学校）が開校

昭和十九年（1944年）六浦国民学校（現六浦小学校）より大道国民学校（現大道小学校）

が分校し発足しました。太平洋戦争戦時下のため、校庭を開墾し薩摩芋を植生したとの逸話が

【大道県営住宅】
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あります。太平洋戦争末期には戦況も悪化、昭和十九年（1944年）八月には富岡･金沢国民学

校が、翌二十年四月に六浦国民学校、六月に大道国民学校が夫々中郡・秦野村・足柄上郡上中

村へ集団疎開（縁故疎開も有）を実施しました。昭和五十年（1975年）朝比奈小学校・同五

十三年（1978年）高舟台小学校が、夫々大道小学校の分校となりました。

（１５） 金沢区の独立

金沢区は昭和二十三年（1948年）五月に磯子区より横浜市１０番目の区として分離独立し

ました。区内の六浦・朝比奈・釜利谷・野島・乙舳・平潟・洲崎・大川・泥亀・寺前・金沢・

町屋・柴・長浜・西柴・谷津・片吹・堀口・富岡の１９ヶ町が加わり誕生しました。面積２３．４

㎢、当寺の人口は 51,765人、11,694世帯でした。その後、地域開発が進み、区内の急激な人

口増加と発展により、平成二十七年九月一日現在は人口 202,579人、88,108世帯となりまし

た。

（１６） 朝比奈新道が開通

昭和三十一年（1956年）朝比奈新道が開通、金沢八景と鎌倉駅間をバス路線が開通し朝比

奈切通しに変わる新しい地域重要道路（県道 204号）となりました。この朝比奈十二所間２．２

５ｋｍの道路建設にあたっては、当時、陸上自衛隊が社会的な認知を得る目的で、各地で演習

を兼ね道路建設等を行いました。峠越えの難工事で三年の歳月を要して開通しました。

（１７） 東洋化工の大爆発

昭和三十四年（1959年）十一月二十日、東洋化工株式会社工場内でＴＮＴ火薬試験中に発

火、大爆発が発生しました。近隣の金沢高等学校も大きな被害を受け、生徒が緊急避難したほ

か、金沢区内でも爆風により広範囲で家屋損壊、外壁損傷、ガラス窓の破損など、住民に大き

な衝撃と被害を与えました。被害状況は死者 3人、重軽傷者 591人、建物全半壊 57棟一部損

壊 1,060棟に及びました。現在、東洋化工の跡地はマンションが建設されています。

（１８） 大道中学校の開校

昭和三十八年（1963年）六浦中学校より独立分離、大道中学校が分校しました。学校が設

置された場所は、元瀬戸神社の神領で
か ぐ ら

神楽・
さ い し

祭祀用の米を耕作する
か ぐ ら

神楽
た

田で「かくらの
やと

谷」と

呼ばれていました。

（１９） 大道・朝比奈地区山林開発

大道地区山林開発は、昭和四十一年（1966年）大道と朝比奈に跨る山林開発が始まり、日

通団地（現高舟台団地）が完成、昭和四十七年（1972年）に日通団地の向側に三信住宅地の

造成が完成しました。昭和五十五年（1980年）大道地区山林開発の最終計画で、六浦三丁目

六浦高宗台団地が完成、当地区内の大規模開発がほぼ終了しました。



39

（２０） 平潟湾の埋立

平潟湾の埋め立ては、五地区に亘り行われました。

1 六浦一丁目、四丁目地域･･･中世期には六浦湊として栄えた所で、近世は塩田となっていた

地域で、大正末期に陸地化されましたが、資料が全く無く経過など不詳です。

2 乙艫町、平潟町、州崎町の南西地域･･･永島祐伯氏が寛文八年（1668年）に開墾した泥亀新

田と金沢塩田跡地。昭和二年（1927年）金沢村耕地整理組合により農地となりました。

3 六浦一丁目関東学院敷地南部・横浜共済病院地域･･･万延二年（1861年）に造成された
こじょう

小上
ま

馬
しんでん

新田です。

4 六浦東一丁目関東学院地域･･･昭和十年（1935年）前後、軍用施設建設用地として海軍が埋

め立てをしました。

5 柳町地域･･･昭和四十一年（1966年）に横浜市が埋め立て、宅地開発しました。この他にも、

野島水道が横須賀海軍航空隊の飛行場拡張計画で殆ど埋められ、その代わりに野島運河が昭

和十九年（1944年）に開削されました。これらの埋め立てにより、平潟湾は数分の一の入江

を残す狭い湾となりました。

（２１） 笹下釜利谷道路（笹釜道路）開通

港南区関の下交差点から中里・氷取沢・釜利谷を経て君が崎交差点（国道十六号）を結ぶ道

路です。昭和五十一年（1976年）に二本松隧道の貫通により開通。従来、谷津から能見堂に

登り山越えで中里・関の下に至る保土ヶ谷道が、古来から使用されていました。公共交通機関

では、京急杉田駅・屏風ヶ浦からバス便を利用する大変不便な環境でした。現在では、金沢か

ら関の下方面（上大岡）を結ぶ国道十六号線のバイパス的役割を担う重要な幹線道路となって

います。

（２２） 阿弥陀三尊像が重要文化財に指定される

平成四年（1992年）大道山
じょう

常
ふ く じ

福寺（現宝樹院）の阿弥陀三尊像が県の重要文化財に指定さ

れました。同年、東京世田谷の明古堂での修理の際、三体仏像内に貴重な納入品 17品（文書・

舎利）が発見されました。現在、阿弥陀三尊像は宝珠院の阿弥陀堂に安置されていますが、納

入品は金沢文庫に収蔵されています。（関連資料 P43参照）
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9. 金沢の寺院

（１）
ふ

富
こうさん

岡山
ちょうしょうじ

長 昌 寺

富岡東 3－23
りんざいしゅう

臨済宗
けんちょうじは

建長寺派 1,610年（慶長十五年）
せんけい

仙渓
おしょう

和尚が開山、直木三十五の菩

提寺となっています。本寺の裏に立派な御堂があり「
いも

芋
かんのん

観音」が祀られており、元は富岡総合

公園入口附近に祀られていましたが、昭和十一年横浜航空隊の飛行艇基地開設でやむなく移転

しました。この観音は、予防手段の無かった時代に
てんねんとう

天然痘（
ほうそう

疱瘡）
ち ゆ

治癒の
かみ

神として崇められ、

多くの村人が恐ろしい病から逃れようと信仰していました。

昔は疱瘡のことを「いも」といい、里芋を茹で黒い皮をむき「きぬかつぎ」を作り芋観音様

にお供えすると、治り難い疱瘡が芋の皮が剥けるようにすっかり良くなると信じられていまし

た。

（２）
か

花
おうさん

翁山
け さん じ

慶珊寺

富岡東 4－1
しん

真
ごん

言
しゅう

宗
お

御
むろ

室
は

派 1,624年（寛永元年）
とよ

豊
しま

島
ぎょう

刑
ぶ

部
あき

明
しげ

重が建立、
あきしげ

明重は徳川家康・

秀忠・家光三代に仕えた旗本で、孝心に篤く忠誠の人物。寺は元不動院「宝龍寺」といい、海

岸線（現在の富岡総合公園東端）にありましたが、老朽化したため現在地に移転しました。明

治初期に、ローマ字創設で有名な米国人宣教師で医師のヘボン博士が、避暑のため逗留しまし

た。（関連資料 P26参照）

（３）
じ

地
ふくざん

福山
ほうじゅいん

宝珠院

富岡町 1,888
しん

真
ごん

言
しゅう

宗
お

御
むろ

室
は

派の寺、1,555年に豊島信満が建立、本尊は大日如来です。寺号

は創建当時の本尊地蔵菩薩の手に持たれていた「宝珠」に由来すると云われています。

（４）
かい

海
しょう

照
ざん

山
じ

持
みょういん

明 院

富岡東 5－8
しん

真
ごん

言
しゅう

宗
お

御
むろ

室
は

派 寺の歴史は古く応長元年（1311年）の大津波で流失後、天文

年間に再興されました。1,545年（天文十四年）
かい

開
さん

山
げん

源
りゅう

隆が再興、明治七年（1873年）に富

岡小の前進
とみおかがくしゃ

富岡学舎が創立されました。

（５）
りょう

楞
が

迦
さん

山
ご

悟
しんじ

心寺

富岡町 1848
りんざいしゅう

臨済宗
けんちょうじは

建長寺派、本尊は地蔵菩薩坐像、脇仏に閻魔大王（鎌倉時代後期作）

で、一月・八月に閻魔講が毎年行われています。開山は江戸時代の元和年間（1615年～1624

年）折甫栄公禅師と云われています。
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（６）
かい

海
ぞう

蔵
さん

山
たい

太
ねい

寧
じ

寺

片吹 181 元は瀬ヶ崎にありました。
りんざいしゅう

臨済宗
けんちょうじは

建長寺派。本尊は薬師如来で、俗に「へそ薬

師」と呼ばれています。源範頼の墳墓が本堂左側にあります。（関連資料 P15参照）

昔、この村（瀬ヶ崎）に貧しい一人の少女が住んでいました。両親と早く死別し、命日に供

えるものもなく、何とかして供養の費用を工面すべく「へそ」（紡いだ麻糸を機織にかけ易く

する丸めた糸玉）を作り、村中を行商していました。

早朝から夕刻まで一つも売れず、日暮れて疲れ果て道端に佇んでいると少年が「母親からへ

そを買ってくるように頼まれた」と言って、少女の「へそ」を全部を買い取ってくました。お

陰でどうにか両親の供養を済ませることができました。

本堂に座する薬師様に御礼を告げると、不思議にも薬師様の前に少年が買い求めた「へそ」

が積んでありました。事の次第を和尚さんに告げると「それはあなたの孝心に感じた薬師様が、

少年に化身して救って下された」と教えられました。それ以来、この薬師様を「へそ薬師」と

呼ぶようになったという伝説が残っています。

（７）
あかいさん

赤井山
しょうぼういん

正 法 院

釜利谷 4313
しん

真
ごん

言
しゅう

宗
お

御
むろ

室
は

派 1,602年（文禄十一年）創建、本尊は阿弥陀如来像。空海（弘

法大師）が
じゅん

巡
しゃく

錫の際、水不足に苦難していた村人の要望で井戸（金沢七井）を掘り、加持し

たところ良水が湧き出ました。覗くと赤色をしていて、空海がこの水で不動明王を描き、護摩

祈祷をしたのが寺の始まりといわれています。（関連資料 P26参照）

（８）
ほく

北
れい

嶺
さん

山
た

多
もん

聞
じ

寺
こん

金
ぞう

蔵
いん

院

釜利谷町 3383
しん

真
ごん

言
しゅう

宗
お

御
むろ

室
は

派 1,500年頃（文亀年間）創建

（９）
ごほうさん

護法山
まんぞういん

満蔵院

釜利谷 3492
しん

真
ごん

言
しゅう

宗
お

御
むろ

室
は

派 約 1,200年前（平安時代の初期）
え ぞ

蝦夷
せいばつ

征伐の折、
さかのうえ

坂上
た む ら

田村
まろ

麿

が無縁
ついぜん

追善
ぼ さ つ

菩薩を建立したと云われています。明治五年神仏分離令まで、
て こ

手子
じんじゃ

神社の
べっ

別
とうでら

当寺で

した。

（１０）
ちく

竹
がん

巌
さん

山
ぜんりんじ

禅林寺と
あらいた

荒痛
もんじゅ

文殊

釜利谷 1,003
そうどうしゅう

曹洞宗 1,493年（明応二年）創建ですが、江戸初期まで
は い じ

廃寺で、坂本村の

領主
い た み

伊丹
みかわの

三河
かみ

守
なが

永
ちか

親が
さいこう

再興しました。ある夏、釜利谷の坂本村が暴風で荒れ、崖崩れにより
もんじゅぼさつ

文殊菩薩が土砂に埋まりました。村人が鋤・鍬で掘り越していると「あら痛や、あら痛や」と

苦悶する声が聞こえ、恐る恐る土砂を取り除くと声の主は文殊菩薩でした。
ぜんりんじ

禅林寺に運び住職

に一部始終を伝え、境内の竹岩山にお堂を建てもらい手厚く祀りました。以来、「
あらいた

荒痛
もんじゅ

文殊」

と呼ぶようになりました。菩薩は行基作と云われており、現在は
せんそうじ

浅草寺に安置されています。
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（１１）
ふく

福
しょう

松
さん

山
じ

慈
がん

眼
じ

寺
じ

自
しょう

性
いん

院

釜利谷 1,066
しん

真
ごん

言
しゅう

宗
お

御
むろ

室
は

派、開山は永正年間（1504年～1521年）で開基は不明ですが、

伊丹三河守が永禄年間に、上総国嶺上で北条方武将として里見方との戦いで討ち死にした我が

子である康信の菩提を弔うために建立したと伝えられています。伊丹家は藤原氏の流れをくん

だ摂津国伊丹を拝領した武家で、四代目の三河守永親は小田原北条氏に仕え、釜利谷に住んで

いました。

（１２）
はくさん

白山
とうこう

東光
ぜんじ

禅寺

釜利谷 1,442
りんざいしゅう

臨済宗
けんちょうじは

建長寺派 1,204年（建仁年間）に鎌倉宮あたりに
い

医
おういん

王院
とうこう

東光
じ

寺とし

て創建、1,282年（
こうあん

弘安二年）に白山道へ移りました。本尊は
はたけやま

畠山
しげただ

重忠の
ねんじぶつ

念持仏と云われる
や く し

薬師
にょらい

如来で、脇仏として
にっこう

日光
ぼ さ つ

菩薩・
げっこう

月光
ぼ さ つ

菩薩が祀られ、重忠の
あいよう

愛用
ば ぐ

馬具・
くら

鞍・
あぶみ

鐙・
くつわ

轡が
じ ほ う

寺宝

となっています。

＜釜利谷やぐら遺跡＞

白山道奥公園の東側地域で発見された中世の遺跡です。昭和六十一年の発掘調査で、やぐら

8基、東光寺廟跡、歴代僧呂墓壙 9箇所、供養塚のほか三条の尾根道が発見されました。「や

ぐら」からも灯明皿、かわらけ、墓壙、供養塚から木棺の板や五輪棟、小鉢などが出土しまし

た。尾根道の内、西側の道は、白山道磨崖仏から朝比奈切通しへの道が開通する前に利用され

た六浦から鎌倉への古道の痕跡と考えられます。

（１３）
じゅ

寿
らくさん

楽山
ちょうしょうじ

長 生 寺

六浦 2－8－2 1,469年（
ぶん

文
めい

明年間）
じょう

浄
ど

土
しん

真
しゅう

宗
ほん

本
がん

願
じ

寺
は

派。本尊は
あ み だ

阿弥陀
にょらい

如来、文明年間に

安房から金沢へ渡る船中で「
れんにょ

蓮如
しょうにん

上人」の教化を受

け「
とんじょう

頓乗」の法名を授かり当初釜利谷
こずみだに

小泉谷にあった

真言宗の無量院が、1,532年（
てんもん

天文
がんねん

元年）に浄土真宗に

改宗、改名し現在地へ移転しました。境内にある椿の古

木は、寛永二十年の植樹で紅白八重絞りに咲き分け花び

らが一枚ずつ散る珍種で、日月星という名が付いていま

す。また、明治の幕臣、
やまおか

山岡
てつ

鉄
しゅう

舟の「長生精舎」の書

が伝わっています。金沢区内では
じょうど

浄土
しんしゅう

真宗は長生寺が

唯一の寺で
かまくら

鎌倉
そ

組に属しています。

【山岡鉄舟の書 長生精舎】
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（１４）
にっこうさん

日光山
せんこうじ

千光寺

東朝比奈 1－37 応永年間（1394年～1428年）の創建。侍従橋の近くにありましたが、昭

和五十八年二月（1983年）に現在地に移転、
じょうどしゅう

浄土宗。本尊の
じゅういちめん

十一面
せんじゅかんのん

千手観音
ぼ さ つ

菩薩は、照手

姫の守り本尊でした。唐船が中国からの長旅で、積荷を
ねずみがい

鼠害から守るため猫を積み込み、当

地に下ろされ住みついたものが金沢猫と云われています。千光寺には、
ねこ

猫
く よ う

供養の
ねこ

猫
づか

塚がありま

す。（関連資料 P20、23参照）

（１５）
じょう

常
けん

見
ざん

山
む

無
りょう

量
いん

院
こう

光
でん

傳
じ

寺

六浦 3－2－11 1,573年（天正元年）創建、
じょうどしゅう

浄土宗。

本尊は
あ み だ

阿弥陀
にょらい

如来。
むつ

六
うら

浦
ご う し

郷士の
な が の

長野
ろく

六
う

右
え も ん

衛門が
ぼう

房
しゅう

洲へ

旅した際に、
あ ん や

暗夜馬を飛ばしていると馬前を遮るもの

があったので槍を一撃して立ち去りました。翌朝、確

かめると阿弥陀如来の首が落ちていました。
ぶつばつ

仏罰を恐

れ、首を拾い光傳寺に持ち帰りました。その後、
かまくら

鎌倉
にかいどう

二階堂に胴体があると夢のお告げがあり、譲り受

けて
くび

首と
つ な ぎ

繋ぎ本尊として祀りました。首は
か す が

春日、胴は
うんけい

運慶作と云われています。

 この寺に明治六年
く

久
ら

良
き

岐
ぐん

郡三分学舎（後の六浦小学校）が開設されました。

 江戸時代後期に、金沢探勝の展望所が天満宮を祀る
こう

光
でん

傳
じ

寺裏山にもありました。武陽金沢八

景を眺望する場所が従来の能見堂から六浦地域に移り、金龍院の九覧亭や鎌倉から金沢に入

った道沿いにある
こう

光
でん

傳
じ

寺山（茶屋もあり）が観光客で賑わいました。（関連資料 P54参照）

（１６）
こう

高
えい

栄
ざん

山
こう

高
しょう

照
じ

寺
ほう

宝
じゅ

樹
いん

院と大道山
じょう

常
ふくじ

福寺

大道 2－7
しん

真
ごん

言
しゅう

宗
お

御
むろ

室
は

派 当初は
こう

高
しょう

照
じ

寺と云

い三艘にありましたが火災に遭い、1,650年（慶安

三年）現在地に移転しました。本尊は
だいにちにょらい

大日如来です。

元・内閣総理大臣小泉純一郎氏の祖父・
また

又
じ ろ う

次郎
し

氏、

父･
じゅんや

純也
し

氏の菩提寺です。（関連資料 P63参照）


ほう

宝
じゅ

樹
いん

院が移転する前の室町時代に、この場所に称

名寺末寺の
じょう

常
ふ く じ

福寺（1,147年開山、
く ら の

内蔵
たけ

武
なお

直が建

立）という寺がありました。
ぎょうき

行基作といわれる
あ み だ

阿弥陀
さんぞんぞう

三尊像が同寺の本尊として祀られていまし

た。



44

 この阿弥陀様が弘安五年（1,182年）
ほうじょう

北条
さね

実
とき

時追善供養に称名寺本尊と並べ置かれた記録が

あり、丸みを帯びた強い肩や痩せ気味の体つき等、平安末期の造像の特色があり、平成四年

に県重要文化財に指定されました。応永二十九年（1,422年）鎌倉公方
あしかがもち

足利持
うじ

氏の許可を得

て関東管領上杉憲実（家老長尾忠政）の指図により、寺前に大道関所を設け称名寺の修繕費

用を捻出したという記録が残っています。


く ら の

内蔵
たけ

武
なお

直の妻は卜部氏であり、吉田兼好の縁者です。

（１７）
ろっ

六
ぽ

浦
さん

山
じょうぎょうじ

上 行 寺

六浦 2－2‐12
にち

日
れん

蓮
しゅう

宗（
なか

中
やま

山
ほっ

法
け

華
じ

寺末寺）創建は建長六年（1254年）、本尊は
しゅうそ

宗祖
いた

板
ま ん だ ら

曼荼羅

です。開山は日祐上人（千葉氏十一代
さだ

貞
たね

胤の義子）、開基は荒井妙法・日荷上人。寺宝は日荷

上人の坐像です。この寺は真言宗の金勝寺と言いましたが、日蓮上人との船中問答の後に日蓮

宗に改宗し上行寺と改名しました。日荷上人が身延山（山梨県）より持ち帰り植樹したという

謂れがある「
かや

榧」の古木が現在も見事に枝を伸ばしています。（関連資料 P21、55参照）

（１８）
く

吼
げつさん

月山
でい

泥
ぎゅう

牛
あん

庵

瀬戸 11－15
りん

臨
ざい

済
しゅう

宗
えん

円
がく

覚
じ

寺
は

派
むろ

室
まち

町
じ

時
だい

代
しょ

初
き

期、円覚寺十一世
なんざんし

南山士
うん

雲
ぜ ん し

禅師により鎌倉
に っ た

新田

攻めにより
めつぼう

滅亡した
ほうじょう

北条
たかとき

高時の
めいふく

冥福を祈願し創建しました。寺宝として北条高時像、
おうばく

黄檗
はん

版大

般若経六百巻、十王図が伝わっています。境内に、
えい

永
きょう

享の
らん

乱で自害した海老名尾張入道兄弟

の
ほうきょういんとう

宝篋印塔があります。

（１９）
しょうてんさん

昇 天 山
きん

金
りゅう

龍
ぜんいん

禅院

瀬戸10－12
りん

臨
ざい

済
しゅう

宗
けん

建
ちょう

長
じ

寺
は

派 南北朝時代で約六百年前創建。寺の境内の
しょうてんさん

昇天山の
ちょうじょう

頂 上

にある九覧
てい

亭は
しん

心
えつ

越
ぜ ん じ

禅師により、金沢八景の八つの景色の他に富士山を入れた九つの絶景が
なが

眺

められるという意味で九蘭亭と名付けられました。江戸時代に金沢各所にある
てんぼうしょ

展望所の中で、
のうけんどう

能見堂と共に名を
は

馳せた所で、金沢七石の「
とびいし

飛石」が院内にあります。（関連資料 P56参照）

（２０）
のじまさん

野島山
ぜん

染
のうじ

王寺

野島町 5－1
しん

真
ごん

言
しゅう

宗
お

御
むろ

室
は

派 1,382年（永徳二年）
び

比
く

丘
に

尼
りょう

了
い

意により開山。1,405年（応

永十二年）義円和尚が野島山頂に草庵を結び、1,566年（永禄 9年）に山麓の現在地に移転し、
ぜん

善
の う じ

王寺より現在の名に改称されました。現在の学習塾にあたる寺子屋は、江戸後期の
かんせいき

寛政期に

広がり、各地の農漁村に作られましたが、八歳から九歳で入塾し、読み・書き・そろばんを教

える子ども教育が漁村地区の野島では元禄年間に始まっていたという記録があります。
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本寺には、それを伝える珍しい「
ふ で こ

筆子
づか

塚」があります。寺子屋で教えを受けた
ふ で こ

筆子
たち

達により、

恩師である住職の
ついぜん

追善
くようとう

供養塔四基（染王寺二基・正覚院（廃寺）二基）が元禄年間に建造され、

現在も染王寺境内に建てられています。

（２１）
ち

知
そくさん

足山
りゅう

龍
げ

華
じ

寺

州崎町 9－21
しん

真
ごん

言
しゅう

宗
お

御
むろ

室
は

派の準別格本山、本尊は大日如来像。1,189年（文治五年）
みなもとのよりとも

源 頼 朝が
ぶん

文
かく

覚
しょうにん

上人の協力で、六浦山中に
じょう

浄
が ん じ

願寺を建てたのが始まりで、1,502年火災に

あい孝徳寺（鎌倉時代創建）と両寺を併合して現在地に移転、融弁（1443～1524年）が開山

しました。子院が四寺あり（華蔵院、引摂院、福寿院、広徳寺）、明治九年（1876年）本寺

へ合併、現存する地蔵堂は、子院引摂院末の金鳥山地福寺であったものを大正二年（1913年）

に龍華寺へ移転、平成十六年（2004年）に建替えられました。梵鐘は 1,543年（天文十二年）

の鋳造、重要文化財に指定されています。この他にも
だつかつ

脱活
かんしつづく

乾漆造り
ぼ さ つ

菩薩
ざ ぞ う

坐像、
み ろ く ぼ さ つ

弥勒菩薩
ざ ぞ う

坐像な

ど多くの文化財が発見されています。（関連資料 P34、57参照）

（２２）
ふく

福
せんざん

船山
あんりゅうじ

安立寺

町屋町 7－4 日蓮宗 当寺悟明が日蓮上人の弟子となり、名を安立院日悟と改め、文応元

年（1260年）日蓮宗に改宗し安立寺を創建しました。六浦の上行寺同様に、日蓮が立ち寄り

説法した寺で「船中問答着岸霊場」と称しています。日蓮は金沢文庫を度々訪れ、この寺に
ししゅく

止宿

しており、日蓮ゆかりの寺です。

（２３）
ほう

法
にざん

爾山
てんねんじ

天然寺

町屋町 5－1 浄土宗の寺、1,540年（天文年間）鎌倉
ざいもくざ

材木座
こうみょうじ

光明寺の十九世
ぜん

然
よ

誉
ぜん

禅
ほう

芳
おしょう

和尚の

隠居寺として創建、本尊は春日作と言われる阿弥陀三尊立像です。

（２４）
し

嗣
ほう

法
さん

山
でん

伝
しん

心
じ

寺

町屋町 16－28 曹洞宗の寺、本尊は釈迦如来で、宝治元年（1,247年）鎌倉
しっ

執
けん

権
ほう

北
じよう

条
とき

時
より

頼に

より創建、
しゅうそ

宗祖
どうげん

道元
ぜ ん じ

禅師が同年八月から六ヶ月間にわたり当寺に滞在、
せっぽう

説法したという云い伝

えが残っています。寺宝として大般若経六百巻が伝わっています。
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（２５）
さんりょうさん

三 療 山
い

医
おういん

王院
やくおうじ

薬王寺

寺前 2－23－52
しん

真
ごん

言
しゅう

宗
お

御
むろ

室
は

派の寺、1,191

年（建久二年）
みなもとののりより

源 範 頼が瀬ヶ崎の別荘地内

に
じ

持
ぶつどう

仏堂を建立し、
や く し

薬師
にょらい

如来を祀って
や く し じ

薬師寺

を建立しました。真言の名を惜しんで、薬師

寺は寺前村北に移転し三癒山遍照坊となり、

室町時代の文明十一年（1479年）尊譽が現在

地に移転し、天文五年（1536年）に寺号を
やくおうじ

薬王寺に改号しました。寺宝は大日如来坐像、

弘法大師尊像、聖観音菩薩像、金剛胎蔵両界

曼荼羅図（市文化財）、源範頼位牌などがあ

ります。（関連資料 P15参照）

（２６）
し

此
ぼくさん

木山
ほうぞういん

宝蔵院

柴町 214番地
しん

真
ごん

言
しゅう

宗
お

御
ぬろ

室
は

派の寺。創建年代は不明。1,312年（
おう

応
ちょう

長年間）の大津波で
ながはま

長浜
せんげん

千軒と呼ばれた村落が一瞬で海没しました。罹災した長浜の住人が避難先で一本の大木の

下に集まり「
こ

此の
き

木」の下に住んだということから「
こ

此の
き む ら

木村」となり、変化して「
しばむら

柴村」と

なったと伝えられています。当寺は一村一寺院の典型的なものです。

（２７）
かな

金
ざわさん

沢山
みろくいん

弥勒院
しょう

称
みょう

名
じ

寺

金沢町 212－2
しんごん

真言
りっしゅう

律宗
べっかく

別格
ほんざん

本山（本山奈良西大寺）、
ぶんおう

文応元年（1260年）金沢実時が別

邸内に持仏堂を、文永四年（1267年）真言律宗に改宗称名寺を創建しました。開山は
しん

審
かい

海、

本尊は
み ろ く

弥勒
ぼ さ つ

菩薩で国の
じゅうよう

重要
ぶ ん か

文化
ざい

財に指定されています。寺宝は文選集注十九巻（国宝）、北

条実時等四将像（国宝）ほか多数あります。また、亀山天皇の勅願所でもあります。金沢北条

氏滅亡後も、足利氏・豊臣氏・徳川氏の支援があったものの、次第に衰微しました。江戸時代

に豪商石橋弥兵衛氏、昭和時代に実業家大橋新太郎氏の二氏が寺の復興、整備に貢献されまし

た。大正十一年（1922年）に境内が、昭和四十七年（1972年）に赤門から金沢三山の稜線内

が国指定史跡に指定されました。（関連資料 P9、19、20、25参照）

（２８）
こうしょうざん

高 照 山
さんぼうじ

三宝寺

金沢町 98－6
しん

真
ごん

言
しゅう

宗
お

御
ぬろ

室
は

派の寺。本尊は地蔵菩薩 昭和五十年に
やくおうじ

薬王寺の飛地境内に墓

地が造られ、園内に創建されました。
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（２９）
けん

見
こくさん

谷山
じょう

浄
りん

林
じ

寺

朝比奈町、
りん

臨
ざい

済
しゅう

宗
けん

建
ちょう

長
じ

寺
は

派の寺、朝比奈鈴野山麓台地にあった
はく

白
ざんどう

山道
とうこう

東光
ぜ ん じ

禅寺の隠居場の

小庵を寛文年間（1661～1673年）頃相模国鎌倉郡峠村（現朝比奈）地域の村寺として浄林寺

としました。明治初期に無住寺となり廃寺、現在は四間四方のお堂が残り、東光禅寺の管理と

なっています。

（３０）
にちりんさん

日輪山 旧・
えんつうじ

円通寺

瀬戸（金沢八景駅前） 天台宗の寺。金沢八景駅ホームから見える草葺屋根の佇まいは、旧
えんつうじ

円通寺の遺構で前面に広がる庭園後方（権現山）には東照宮が鎮座していました。万治元年

（1,658年）当地代官
や ぎ

八木
じ ろ う

次郎
う

右
え も ん

衛門が
とうしょう

東照
ごんげん

権現を祀り、領主
くぜやまとのかみひろゆき

久世大和守広之が領地を奉納、

歴代住職が「円通寺新田」（現在の横浜市立大学前方）の開発を進めました。徳川家康軍が関

が原戦（慶長五年九月）直前の六月に
うえすぎ

上杉
せいばつ

征伐に向かい、この途中鎌倉（江ノ島･鶴ヶ岡八幡

宮）を参詣、同七月に金沢の地を訪れています。明治維新の
しんぶつ

神仏
ぶんりれい

分離令で当寺は廃寺、東照宮

は瀬戸神社へ合祀されました。（関連資料 P29参照）

（３１）
こん

金
ごう

剛
さん

山
れい

嶺
しょう

松
じ

寺

六浦二丁目
りん

臨
ざい

済
しゅう

宗
けん

建
ちょう

長
じ

寺
は

派 開基は 1,362年頃
ち ば

千葉
たね

胤
よし

義、明治初年に廃寺となりまし

た。代々の僧呂の墓が現存（現在、スシローの裏手）しています。北川氏、千葉氏の墓石があ

り、北川氏は六浦平分村の名主、千葉氏は鎌倉時代から明治維新まで、代々、瀬戸明神神主を

務めた由緒ある家柄です。

（３２）
ふく

福
じゅ

寿
さん

山
のう

能
にん

仁
じ

寺

瀬戸（後に米倉氏陣屋が建つ）
りん

臨
ざい

済
しゅう

宗
けん

建
ちょう

長
じ

寺
は

派の寺 開基は栄徳二年（1382年）関東

管領
うえすぎ

上杉
のりかた

憲方、
ほう

方
がいげん

崖元
けい

圭（建長寺の重鎮）が金沢の中心地に開山しました。本尊は釈迦如来像

（朝栄作）で豊臣政権時代まで存続しましたが、十七世紀中頃に廃寺となりました。跡地に享

保七年（1722年）に米倉氏が陣屋を置きました。建長寺に同寺の
むね

棟
ふだ

札（梁碑）が残されたと

いう謂れがありますが現存していません。

開山の
ほう

方
がいげん

崖元
けい

圭の坐像（県重要文化財）は、現在は金龍院に安置されています。
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10. 金沢の神社
（１） 瀬戸神社

1,180年（
じしょう

治承四年）源頼朝が、伊豆
み し ま

三島
みょうじん

明神の分霊を
かんじょう

勧請し、鎌

倉幕府をはじめ多くの人々に篤い信仰を集めました。金沢北条三代
さだ

定
あき

顕により、
か げ ん

嘉元三年（1,305年）瀬戸橋が造営され、金沢文庫との

往来も便利になり、金沢の中心の場所になりました。中世から近世の

時代に、当神社境内で起きた仇討ち事件「放下僧」は、あまり知られ

ていませんが、同じ時代に起きて有名となった「曽我兄弟仇討ち事件」

とともに謡曲に謡われています。瀬戸神社には力石があり、長谷川福

太郎という人が、八十五貫目の力石を海岸から神社まで担いで運んだ

という話が伝わっています。（関連資料 P13、14、15、16参照）

（２）
びわ

琵琶
じま

島
べんざいてん

弁財天

源頼朝が瀬戸神社を創建した時、
みだいどころ

御台所の
ま さ こ

政子が日頃信仰している
お う み

近江
び わ

琵琶
こ

湖に浮かぶ
ち く ぶ

竹生
じま

島弁財天の
ぶんれい

分霊を瀬戸神社正面の平潟湾に出島を築いて
かんじょう

勧請しました。
さいじん

祭神は
いち

市
き し ま

杵島
ひめの

姫
みこと

命です。伊豆の流人であった頼朝が天下の大将軍に、政子が御台所（
あま

尼
しょうぐん

将軍）に

なったことにあやかるように立身出世の弁財天として信仰を集めました。金沢七石の「
ふくいし

福石」

が、この弁財天の入口に置かれています。（関連資料 P14参照）

（３） 富岡八幡宮

1,191年（建久二年）に源頼朝が
なにわの

難波
くに

国から
ひ る こ

蛭子
みこと

命を勧進し建立しました。1,311年（
おう

応
ちょう

長

年間）に長浜千軒といわれた大津波がこの神社近隣で発生、富岡の村落は当八幡の加護により

難を逃れ「
なみよけ

波除
はちまん

八幡」と尊崇されました。当八幡の例大祭は七月十五日に行われ、全国的にも

珍しい「
ぎ お ん

祇園
ぶね

船の神事」が行われます。
あお

青
かや

茅で作る
ぎ お ん

祇園
ぶね

船を馬の背に乗せ海岸へ運び、
ご ざ

御座
ぶね

船

で沖に流す神事です。三代将軍
いえみつ

家光が、江戸深川の埋め立てを進めていた折、幾度か高波をか

ぶり工事が難航しました。そこで、金沢の富岡八幡
なみよけ

波除
はちまん

八幡を勧進し、現在、江戸最大の八幡

様として知られる「
ふかがわ

深川
はちまんぐう

八幡宮」を建立し、無事工事を竣工させました。この経緯から、本宮

である金沢の富岡八幡宮に江戸っ子が良く参拝するようになりました。（関連資料 P14参照）

（４）
て こ

手子
じんじゃ

神社

1,472年（文明五年）に小田原北条

の家臣で釜利谷領主
い た み

伊丹
さきょうの

左京
すけ

亮が瀬

戸神社の
ぶんれい

分霊を
かんじょう

勧請し、
そんらく

村落の
あんねい

安寧

と
ちんじゅ

鎮守（山の神、田畑の水源森林等を

守る神）を
き が ん

祈願して
そうちんじゅ

総鎮守として祀ら

【瀬戸神社の力石】

【親子狛犬】
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れました。
そうけん

創建
じ

時は
み や が

宮ヶ
やつ

谷の
まんぞう

満蔵
いん

院内にありましたが、江戸時代に現在地へ移転しました。宮

ヶ谷はその
な ご り

名残です。この神社には珍しい親子狛犬があります。

（５）
こずみ

小泉弁財天

現在、
こ ず み

小泉弁財天は、手子神社の社殿左奥の岩壁をくりぬいた
せっくつ

石窟の中にあります。昔は、

手子神社のすぐ下まで内海が入り込んでいて、その汀に
ちく

竹
ぶ じ ま

生島と云われる岩山があり、そこを

くりぬいて造られた
せっくつ

石窟に竹生島弁財天を分霊した小泉弁財天がありました。昭和 15年の太

平洋戦争の軍備拡張で
おっぱまこうくうしょう

追浜航空廠の
ししょう

支廠が造られた時に取崩され、
こ ず み

小泉弁財天は、手子神社

境内に移されました。釜利谷村の鎮守様として、厄除け、
こ さ ず

子授け、
あんざん

安産祈願など多くの住人が

参拝し信仰されています。

（６）
てらまえ

寺前
はちまん

八幡
じんじゃ

神社

約六百八十年前に金沢北条三代
さだ

貞
あき

顕が称名寺の
しちどう

七堂
が ら ん

伽藍を完成させた時点で当神社の存在

が記されており、鎌倉時代の創建と思われます。祭神は
おう

応
じん

神
てんのう

天皇です。当時は、寺前、町屋、

州崎の総鎮守でありました。明治四十一年に近くの小社と合祀し寺前の鎮守になりました。

（７）
まちや

町屋
じんじゃ

神社

現在の祭神は、元和元年（1,611年）
あま

天
てらす

照
おおみかみ

大神の弟神で
や

八
また

岐の
お ろ ち

大蛇を退治した
す さ の お の

須佐之男
みこと

命

（
ご ず

牛頭
てんのう

天皇の別名）をお祭りしたのが始まりで、人間界の
つみ

罪
けが

穢れや疫病を追い払ってくれる神

様です。

（８）
すざき

洲崎
じんじゃ

神社

応長元年（1,311年）当時、
ながはま

長浜
せんげん

千軒と

いう大津波があり家を失った人々はやむ

なく州崎、町屋、野島を繋ぐ
さ す

砂洲に避難

しました。
だいろくてん

第六天（
た け

他化
じざいてん

自在天）を奉じ

て住み着いたことが始まりです。現在は
ほ ん だ

誉田
わけみこと

別命が祭神です。明治三十六年に旧

国道を造る際に、
りゅう

龍
げ

華
じ

寺脇の狭い境内に

遷宮しました。
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（９）
せんげん

浅間
じんじゃ

神社（谷津）

天保七年（1,836年）に火災に遭い、社殿・記録資料を焼失したため神社の由来等は不明で

す。祭神は大山祇の姫神で
このはなさくやひめ

木花咲耶姫であります。この神社山頂からは、金沢の景観や富士山、

横須賀・三浦・遠く房総の山まで眺望できる一覧所でありました。

（１０）
いなり

稲荷
じんじゃ

神社

野島村の鎮守様です。安貞二年（1,227年）に建立され、祭神は
う か

宇迦
み た ま

御魂（
いなりの

稲荷
かみ

神）で、殊

に稲を司る神で産業の守護神でもあります。
きつね

狐に縁のある神様と考えられ、
こまいぬ

狛犬ではなく
きつね

狐

が社を守護しています。

（１１）
くまの

熊野
じんじゃ

神社（柴町）

日本民族の一部は南方から
しま

島
づた

伝いに北上した
かいよう

海洋
みんぞく

民族という説があります。この謂れから海

上安全と漁の守り神である熊野神社が祀られている地域があり、
き い

紀伊熊野三社を勧請し、
しば

柴
さき

岬
だいごんげん

大権現と称し
すうけい

崇敬しています。応長元年（1,311年）の大津波でも神功により難を逃れ、

罹災民をこの地に収容しました。罹災民の住んだ
この

此
き む ら

木村がやがて一字となり現在の柴町となり

ました。

（１２） 熊野神社（朝比奈）
にん

仁
じ

治二年十一月に当時の
しっけん

執権
ほうじょう

北条
やす

泰
とき

時が朝比奈切通しの改修をした際に、工事の安全と六

浦の津を守護する神社（安産の神）として地元民から崇敬されています。毎年九月十七日例祭

が行われています。

（１３）
はま

浜
くう

空
じんじゃ

神社

昭和十一年十月に
こうくうたい

航空隊
かいたい

開隊と同時に
い せ や ま

伊勢山
こう

皇
たい

太
じんぐう

神宮の
ぶんれい

分霊を勧請し、同隊の守護神として

勧請しました。太平洋戦争で戦死（作戦に参加）した将兵や飛行艇の訓練で殉職した戦没者、

約二千柱の御霊を合祀し、その英霊が祀られています。

（１４）
す わ

諏訪
じんじゃ

神社

本殿は天保元年七月建立。明治二十六年（1893年）の神社明細帳

では氏子戸数は、二十五戸。大道小学校の南側の丘の小さな社です。

祭神は
たけ

建
みなかたの

御名方
みこと

命で川（字）の鎮守として、
ち ご

稚児
はつみやまい

初宮参り、七五三

祝、月見祭など多くの住民が尊崇する氏神様です。諏訪の橋から諏

訪神社を通る旧鎌倉街道は鎌倉と六浦を結ぶ重要な道路でした。
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（１５） 浅間神社（三艘）

祭神は
この

木
はな

花
さく

咲
や

耶
ひめ

姫、本殿は間口一間三尺、奥行

一間一尺。明治二十六年（1893年）の神社明細帳

では氏子戸数は、三十四戸。祭神の木花咲耶姫は、

瀬戸神社の祭神
おお

大
やま

山
つみ

祇の娘神で、高天原から降臨

されたニニギノミコトの后となったと伝えられる

皇室の直接の先祖に当たる女神です。

浅間神社は富士山に対する信仰の神社で、この

三艘の浅間神社もその一つです。六地蔵は、季節

に合わせてカラフルな服に衣替えします。

（１６）
さん

山
のう

王
じんじゃ

神社（山王様）

大道、
たかむね

高宗の
や と

谷戸左側の階段を上り詰めると小さな社殿

があります。境内からは、大道村から朝比奈村にかけての

緑園を、眼下に眺められました。近くを流れる侍従川に架

かる橋を「山王橋」と呼ぶのは、橋から神社までの道が広々

とした大道耕地を貫く山王神社への参道だったからです。

さるたひこ

猿田彦
みこと

命を祭神に勧請、間口一間五尺・奥行一間三尺・

境内約四十坪。創建の時期など詳細は分かっていません。

大道関所が
えい

永
きょう

享四年（1432年）に設けられ戸数が増えま

したが、明治二十六年（1893年）の神社明細帳によると、
さん

三
ぶ む ら

分村大道(
てらぶん

寺分)の氏子戸数は三十二とあり、村の氏神様

として崇められていました。

地元民から
さんのう

山王
さま

様と呼称され、
ち ご

稚児
はつみやまい

初宮参り、七五三祝、十月初旬の鎮守祭りなど、多くの

村人が参拝し信仰しました。

【浅間神社の六地蔵】
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11. 江戸名所図会に見る金沢の名所

江戸名所図会（天保五～七年（1834～36）巻 20冊）は、斎藤幸雄・幸孝・幸成の親子 3代

に渡って書き継がれた江戸とその近郊の神社、仏閣、名所、旧跡の由来や故事などを解説した

書物です。挿図を描いた絵師は長谷川雪旦（※）で、細かいところまで緻密に描写しています。

この図会の中に、江戸から遠く離れた金沢の名所も出ており、そこを訪れる人たちの様子がユ

ーモラスに描かれています。その中から代表的なものをご紹介します。

（１） 能見堂
てき

擲
ふでまつ

筆松

絵図左手に能見堂の茶屋が描かれ、左手の大松が筆捨て松と思われます。現在も残っている

能見堂の石碑が中央下方にあります。その前方に、籠に乗った人は左方向へ進み、笹下、弘明

寺、井土ヶ谷を経て保土ヶ谷（東海道）へ向かう旅人かと思われます。当時の能見堂の賑わい

が良くわかります。
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（２） 瀬戸橋 東屋

橋の向こう側が、瀬戸の内海です。瀬戸橋は中央に中島を造り、二つの橋を連結する眼鏡橋

で、朝比奈方面から金沢文庫に向うのに、大変便利となり沢山の人が行き来しました。下欄の

絵図には、料亭東屋が描かれています。東屋では平潟湾でとれた鯛や鮃などの新鮮な魚貝類が

供され、この地を訪れる旅人が美味を味わいました。また、金沢八景見物と称して、入海へ屋

根付き舟で遊覧をしている風景も描かれています。
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（３） 侍従川 光傳寺

寺の前方には侍従川が流れています。侍従川の南側の道は、諏訪神社を経て鎌倉に至る道と

思われます。この道を通って鎌倉から訪れる人々の往来も多かったのでしょう。今は、光傳寺

の境内の前を環状四号線が走っています。絵図の下方に、牛に乗った人が侍従橋を渡っていま

す。遠く後方の山腹には、大道村の鎮守様の山王神社の階段も伺えます。
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（４） 六浦 上行寺

この寺が日蓮宗上行寺です。絵の中ほどに見える大木が日荷上人が山梨身延山より持ち帰り

植樹したといわれる「榧の木」です。この絵が描かれたのは江戸の中期ですが、すでにかなり

の大木でした。今よりも参道が長く、横には田んぼがあり、その前方に家が建ち並んでいます。

この辺りから引越切通しを越え米倉様陣屋周辺は六浦の中心地であり、金沢八景を訪れた旅人

を泊めた旅籠や、製塩業、農業を営んでいた地元住民の民家が描かれています。
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（５） 金龍院 飛石

寺の境内にある飛石は、今では苔に覆われ姿形が分からなくなっていますが、この頃は石全

体の輪郭が良くわかります。飛石の上に小さな祠がありますが、現在でも残っています。海岸

線が近くに迫っており、平潟湾の対岸に瀬ヶ崎の太寧寺が見えます。右手には、九蘭亭に登る

階段があり、急坂を杖をついて登っている人がいます。
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（６） 町屋村 龍華寺

中ほどに、龍華寺の本堂と大きな庫裏が見えます。境内は、今よりもかなり広く、天秤棒を

かついで何かを運ぶ人や庭の梅の老木を眺めている人がいます。中央下の道には、子どもたち

が楽しそうに話をしている姿や籠に乗った人が見えます。称名寺や能見堂につながる道と思わ

れます。左手の奥の山は小柴の権現山と推測されます。乙艫海岸には松の木が整然と植えてあ

り、沖には、帆掛け舟がたくさん出ています。外海で漁をする野島や小柴の舟でしょうか。こ

の辺りの地名は、現在は洲崎町になっています。
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（７） 三艘ヵ浦の古事

突然、唐船が
さん

三
そう

艘着いたことから「
さん

三
ぞう

艘」の地名がついた、という言い伝えを裏付ける絵図

です。確かに、たくさんの荷物を積んでいる大型船が三艘着岸し、そこに村人が小さな手漕舟

で向かっています。当時、大変珍しい唐船を目の前にして、船の大きさや珍しい積荷に驚嘆し、

子どもたちが浜辺では大騒ぎしている姿が描かれています。
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（８） 鼻欠地蔵

今は、風化してしまって原型をとどめていませんが、作られた時は、こんなお顔をしていた

んですね。旅人が二人で、お地蔵さんに向かって話をしています。旅の安全をお願いしている

のかもしれません。前方に流れる川は、侍従川と思われ、鼻欠地蔵の前は、かなり広かったよ

うです。昭和十九年に相武隧道が貫通し、大船との交通が利便となった一方、環状四号線の開

通で、この地蔵さんの直下に道路が敷設され地形が大きく変わりました。この辺りは、現在で

も、「地蔵の前」と呼ばれています。

※
は せが わ

長谷川
せつ

雪
たん

旦（安永七年（1778 年）- 天保十四年（1843 年））

江戸時代後期の絵師。江戸出身。唐津藩士の子。住居は下谷三枚橋（現在の台東区）。雪舟十三代を名乗る

絵師の長谷川雪嶺を師とし、国立国会図書館には「雪旦・雪堤粉本」という大量の下絵や模写が一括して保

存されている。天保五年から七年に刊行された『江戸名所図会』では、650 景にも及ぶ挿絵を描き名声を得る。
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大道    話
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大道の歴史については、公の文献・資料など残っているものが少ないため、地元の長老から

の言い伝えや、長年大道に暮らした廣瀬一雄（※）が残したメモなどを参考に、主として昭和初

期の情景を「大道よもやま話」として纏めました。

（１） 大道の歴史

この辺りは金沢や鎌倉とも近く、軍事的・経済的に大変重要な地でした。大道の歴史も大変古

く、鎌倉の玄関口として早くから開けました。

今から約八五〇年前の久安三年（1147年）に常福寺が開山され、大道一帯が同寺の領地（寺

分）でした。常福寺には
    

行基作といわれる本尊阿弥陀三尊が祀られ、弘安五年（1182年）北条

実時追善供養に称名寺本尊と共に祀られた形跡があることから平安末期の造像であることが明

らかとなり、平成四年に神奈川県の重要文化財に指定されました。常福寺は、中世末以降に衰微

し明治初期に廃寺となった経緯から、宝樹院の横の阿弥陀堂に安置されています。

古文書によりますと、朝比奈峠が出来る以前鎌倉へ通じる道は二つあったようです。一つは諏

訪社前を通り、尾根伝いに朝比奈の熊野神社の左側の谷を下って、大刀洗から十二所を経て鎌倉

に入る道、もう一つは大道の西、鼻欠け地蔵の手前を右に登り「おおだわら」という所を通り抜

けて天園に至り、鎌倉に入る道です。朝比奈峠が出来てからは、鎌倉へ塩を運ぶ塩商人が峠を越

えて鎌倉に至ることが出来るようになり、大変便利になりました。

川村（字名）は、朝比奈峠が開かれて宿場として栄えました。宿屋（橋本や、伊勢や、清水や）

花屋、湯や、足袋や、うなぎや、床やなどが屋号として残っています。また、金沢八景を眺望す

る場所が、従来の能見堂から六浦周辺に移り、金龍院の九覧亭や鎌倉から金沢に入った道沿いに

ある
こう

光
でん

傳
じ

寺裏山の並木天満宮が有名になりました。武陽金沢八景を眺めながら茶店で休息できる

観光地として賑わったようです。

三艘は、平潟湾に近く六浦の津として栄え、唐船三艘が積荷（青磁の花瓶や香炉・蜀工錦等）

を下ろしたことから三艘という地名になりました。また、唐船で運ばれた象が、六浦に着いた時

には既に死んでいたため、村人がこの地に埋葬し「象塚」をつくったという由来があり「
  

象が
  

谷」

という地名が残っています。

明治には大道村は神奈川県久良岐郡六浦荘村三分字大道となりました。戸数は三十二戸で昭和

初期頃まで変わりませんでした。昭和十一年横浜市へ合併、横浜市磯子区六浦町になり、その後

横浜市金沢区六浦町となり、横浜市金沢区大道となりました。

昭和十五年頃から、近郊各地で戦争準備（軍事施設の拡張・移転）が始まり、大道も農地が埋
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められ、横須賀海軍の従業員用の住宅が建ち始めました。昭和十九年に六浦原宿線、相武隋道が

開通し、大船、厚木へ通じる軍用道路となりました。

昭和十九年大道国民学校（後の大道小学校）が開校されました。

（２） 大道という地名の由来

かつて金沢は三分村と呼ばれていて、社家分、平分、寺分から成り、社家分は瀬戸神社の所領

で、瀬戸から瀬が崎にかけての地域、平分は川、三艘から室の木までです。寺分は足利持氏の祈

願所である大道山常福寺の所領でした。

仁治二年（1241年）に朝夷奈切通しが完成した時に、大きな広い道に整備され、二間幅で当

時としてはかなり広い道でした。このことから地名が「大道」になったと云われています。また、

江戸時代の金沢八景の絵図では大道村近くに大きな橋が描かれていますが、これは現在の大道橋

（別称：
    

大橋
  

道）と思われますが、大きい橋のかかる道ということで大道という説もあります。

大道に関所があったことは余り知られていませんが、荒廃する

金沢文庫と称名寺の再建修理費を捻出するため、三年間に限りに

関所が設けられ、人は二分、馬は三文の通行料を徴収したそうで

す。一文は今の貨幣価値に換算すると 20円位です。人別（戸籍）

を調べるということは行わなかったそうです。昭和初期まで関所

跡があったという話が残っています。

約六百年の歴史がある製塩業は、明治初年までは盛んでした。

鎌倉の海岸は波が荒く製塩に向かなかったため、金沢から鎌倉へ

塩を供給していました。かつては、上行寺の前まで砂浜が迫り、

多くの塩場があり、人々の生活に欠かすことの出来ない塩の生産

地でした。

また、侍従川の清流と豊富な水に恵まれ、良質の美味しい米が採れました。

侍従川の清流が運ぶ砂鉄で刀が作れることから刀鍛冶が住みつき、金沢各地で鎌倉武士の鎧、

武具などの生産が行われていました。現在は、高舟台という地名になっていますが、地元では、
たかむね

高宗某という刀鍛冶が住んでいたことから、その
    

字名に由来して「
    

高宗」と呼んでいました。（「た

かぶね」とも発音していたため高舟という漢字をあてたのではないかと推測されます）

【塩を煮詰めた大鍋】
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（３） 大道の巡り歩き

大道巡る歩き旅は川の諏訪神社（現在のヨークマート裏手）から始まります。参道を登って右

の山側が「ふらいどう」と呼ばれている場所です。大道は二間幅の砂利道を西に向かって歩くと

左手に「大島屋」（現在のレストラン「ココス」の辺り）、道を隔てた向かいに酒屋「大道店」

があります。道の両側は田圃が続き一部蓮田もあります。

右手に川の光傳寺を見ながら、しばらく西へ向って行き（現在の大道小右側の道）小道を左へ

入ったところが和田の谷戸です。入り口に「
      

提灯屋」「
  

和田」「
   

紺屋」などがあります。提灯屋

や紺屋は大道をはじめ六浦荘村全体の祭礼用提灯の張り替えと、祭り半纏の染め抜きで大変賑わ

っていました。和田の谷戸は三浦一族杉本太郎吉宗の子
  

和田
  

義
  

盛氏の居住地に由来すると云われ

ています。

砂利道を少し歩くと右側に大道集会所があって、左かどが小泉純

一郎先生の祖父である又次郎先生の生家です。現在は、駐車場にな

っており、小泉又次郎生誕碑が建っています。

小泉又次郎先生は、慶応元年（1865年）武蔵国久良岐郡六浦荘

村大道に生まれ、浜口内閣で逓信大臣に就任されました。その娘婿

の小泉純也先生が防衛庁長官、小泉純一郎先生が郵政・厚生大臣に

就任されました。追録ですが、小泉純一郎先生は、後に内閣総理大

臣に、子息の小泉進次郎先生は、現在、衆議院議員です。このよう

に子々孫々に渡って、わが国の政治の重要ポストにつく偉人を輩出

されたことは、郷土の誇りであります。

この奥は杉の谷戸と呼ばれる場所で三軒の民家があります。

さらに西に向かって左の谷戸に入るとその奥に屋台小屋と消防

ポンプ小屋があります。その向かいに「ちょうさん」と呼ばれる店

があります。この店は塩、味噌醤油、砂糖、酢を計り売りし、駄菓

子や乾物などの食料品や雑貨を販売する大道唯一の店でした。この

辺りが大道の中心で、道路沿に数軒の民家が点在します。その先を

左折すると山へ突き当たります。この山を「堂山」といい、登り口

に常福寺跡があります。この山に掘られた横穴を「そこ免」と言い、

関所に関連した場所と云われています。来た道を引き返して長い階

段を登ると大きなサルスベリの木があり、宝樹院の境内です。境内

の左側に常福寺の阿弥陀堂があります。 【宝珠院の階段とさるすべり】
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十字路を右に入ると山王様の参道です。木材商を営

む「せど」を過ぎて更に西に行くと左に折れる小道が

あります。この奥が
    

大水
  

谷戸です。ここには三軒の民

家があり、この谷戸は杉と雑木に囲まれた静かな
    

山間

です。現在のスーパー横浜屋の付近です。小川に沿っ

て行くと大堰で、その先が堰の谷戸です。奥まで田圃

が続く深い谷戸になっています。一番奥まった所に池

があり、この池は村の所有で「大池」と呼んでいます。

これは田圃に水を供給する溜め池で鬱蒼とした杉林に

囲まれていました。

大水谷戸から西へ行くと
    

大橋
  

道があります。その右側に小さな橋があり、この橋をドンド橋と

呼んでいました。その横の三角地がお正月の門松飾りなどを燃やすドンド焼きをする場所です。

左側は一メートル程高く田圃が続いています。ここが地蔵の前と呼ばれている場所です。右の山

の崖に鼻欠地蔵が掘ってあって、ここが峠村（朝比奈）と大道村との境です。

左側を川に沿って行き橋を渡ったところが
すぎ

杉の先です。この奥が
     

大鳥居の谷戸で、しばらく田

圃の中を奥深く行き、突き当たり左側の山に登ると「
か や ば

茅場」で、毎年一月中旬に村人総出で茅刈

りを行います。更に奥へ行くと道が川に入り込んでいます。

この辺りが「
たき

滝の
さわ

沢」という場所です。この奥右上が朝比奈の熊野神社方面で、左上が池子方

面です。大鳥居を出て鼻欠地蔵の右側の細い道を登ると「小がくら」で右の奥の谷戸が「かくら

の谷戸」です。現在の大道中学辺りです。この谷戸は水が少ないので雨を待って仕事をする場所

で
てんすいば

天水場と呼ばれています。左の山裾を行くと「いが山」です。田のあぜ道を行くと
か わ ま

川間に出ま

す。ここを左に入ると山王様の鳥居の前です。この辺りはカナクソと呼ばれており、刀を鍛錬し

たあとの鉄くずが出た場所です。

毎年十月一日は山王様のお祭りです。当日はのぼりを立て、参道には灯篭を並べ鳥居の前には

寿司屋（牛寿司）が出て参拝人をもてなしました。境内では豆の木を燃やして湯を沸かして無病

息災を祈願したそうです。

山王様の奥が高宗の谷戸です。その昔、高宗という刀鍛冶が住み、侍従川の砂鉄で
     

玉鋼で刀

を打ったという言い伝えから、ここを「高宗の谷戸」と呼んだそうです。奥右側が「夕日当り」

である。杉、松の林に囲まれてエビネなどの草花が沢山ありました。左側のくぼ地が「
  

隠れ
  

里」

です。

【昔の大道の田園風景】
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高宗の谷戸を出た左側に「お庚申様」があります。苔むした石塔に寛政七年四月八日建立と刻

まれ、三猿（見猿、聞か猿、言わ猿）が彫ってあります。この辺りが「すもう
  

免」と呼ばれ、左

手の崖にやぐら群（五基）があり、今も現存しています。その先の左に「わきの谷戸」「大谷戸」

「おもて」などを屋号とする五軒集落があります。左側の大谷戸には稲荷様が祀ってあります。

木製の山王橋を渡って、侍従川に沿って左に行くと二軒の民家が並んでいます。この前の辺りが

並木と呼ばれている所です。

山裾を侍従川に沿って行くと光傳寺（裏山が光傳寺山）の境内に至り参道を右に行くと諏訪の

橋があります。これを渡り右に行った所が出発点で、ここで大道の巡り歩きは終わります。

（４） 大道の屋根替え

大道の戸数は三十二戸で、その殆どが茅葺屋根の家でした。そのため、村では茅場を所有し

各戸の屋根葺替えは大体三十年に一度の

割合で行われていました。毎年、1戸ずつ

屋根替えを行うと三十二年目で順番が回

ってくるという計算です。

お正月の行事が終わると、一月十五日位

から茅刈りが行われます。この行事は村

人が総出で行う作業で一人一人がナタ鎌

で刈り取ります。

各自弁当持参で大鳥居茅場へ行く人、堂

山の尾根伝いに行く人などがあり、山は

大変賑やかでした。夕方になると各自が

刈り取った茅の束 5～6束を背負い、屋根替えの家近くの田圃端に積んで置き、二月～三月の

屋根替えを待ちます。

屋根替えの当日になると、各人は金銭の代わりに編んだ縄を持って手伝いに行き、朝方は互

いに顔がわかるが昼頃になるとススで顔が真っ黒になり、人別がわからなくなります。屋根屋

さんは釜利谷の職人さんに依頼し、古い茅をはぎ取る作業、新しい茅を乗せて青竹（ほこ竹）

で茅を押さえる作業が始まります。手伝いの人が屋根裏に入って外側から屋根屋さんが竹針の

ように縄を突き刺し、屋根裏の人が縄を付け替え、丁度糸で縫い合わせるようにして茅を固定

します。

午後 3時頃から屋根の刈り込みが行われ、屋根屋さんが屋根左右から大鋏で刈り込みます。

この刈り込みが終わると屋根の形がきれいになり、丁度女性が髪結いに行って来たように綺麗
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に仕上がり完成です。この光景を周辺から見守って見物する人々が誉めたたえます。

この行事（事業）を長く存続させるため、「屋根無尽」が行われていました。一定の掛金を

拠出し、屋根替えの費用に充てるという仕組みでした。月に一回集まっての四方山話は楽しい

ものでした。この屋根無尽は村人の親睦目的で続いていましたが、自治会の旅行会などに変化

し、後に、解消しました。茅葺屋根の家は、燃え易い茅材を使用することから、火災が発生し

やすいという理由で立替えられ、現在は全く残っていません。

（５） 大道の青年会

大道の青年会は大道に住む三十二戸の長男は、必ず入会することが決まっており、尋常高等

小学校を卒業すると直ちに入会したものです。年齢は 16歳以上、入会するときは月に一度行

われる常集会で全員に紹介され、その集会では必ず会食がありました。

私が入会したのは昭和十二年五月でしたが、その時の会長さんが天丼好きな人で、わざわざ

横須賀の桜屋の天丼をご馳走してくれたことを思い出します。青年会は消防団とともに村の行

事には必ず参加し、村の原動力になっていました。毎月、日曜日の夜七時から常集会が行われ

て、その月にあった出来事を発表する会でした。

その会では教養の向上を図ることも行っていましたが、それぞれ自由なテーマで意見を発表

します。大道には教育熱心な方がおられ、その発表内容について様々な評価を加えてくれまし

た。また、青年会の中堅以上の方を対象として自強会という会がありました。目的は、「自ら

努め励むこと」を目標にした会でした。意見の発表にも自然と熱が入り、自分の知識と経験が

発表されます。

戦争中は、日本国民皆兵といって、満二十才になる男性は兵役に行くことが義務づけられて

いました。そこで兵隊に行った時の経験や失敗談などを話して、これから兵隊に行く方が、参

考にしたものです。また、青年会は教養だけでなく、青年会主催の家族慰安会も年一回行われ

ました。内容は落語、講談あるいはハーモニカなどによる演芸が行われ、家族が一夜を楽しん

だものでした。

七月十四日の天王祭は、早朝から各家で採れた野菜などを持ち寄り、煮ものやキュウリ揉み

などの料理を作り、祭りのご馳走にしました。このような青年会の活動により、大道から努力

して立身出世された多くの方々が居られました。小泉又次郎先生もそのひとりです。

大道青年会を振り返ってみると、明日に向った内容のある行動規範が示され、諸先輩の方か

らの温かいご指導があり、本当に良い人生経験の場であつたことが思い起こされます。現在も、

この様な組織や教育の場があれば、青少年の非行や乱れがなくなるように感じられ、もう一度

「昔の青年会」のようなムードが漂う場が欲しいものだと思っています。
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（６） 大道の四季

（春）雪が溶けて最初に蕗のとうが顔を出す、
ろうばい

蝋梅の黄花が輝くころ、長かった冬に別れを

告げる。
た づ ら

田面に張った氷も消えて、田圃に水たまりが出来るころになるとお玉杓子が泳ぎ始め

る。
みょうど

明堂（侍従川沿の民家）の吉野桜が満開になって、辺り一面花吹雪になり、竹藪では
    

鶯

が鳴き田圃の土手には
   

土筆が顔を出し
    

蒲公英の花で埋まる。
   

春日
  

面の猫柳も
  

白
    

金色の芽を吹き

はじめる。

（夏）五月になると水も温くなり農作業が始まる。稲苗も大きく育って子供たちは苗間に入

りズイ虫（害虫）を取る。六月中旬夜間には夏祭りの太鼓の練習が行われ、威勢の良い太鼓の

音が聞こえてくる。この頃からそろそろ田植えが始まる。 七月十四日は瀬戸神社の夏祭りで、

瀬戸、六浦、川、三艘、大道の順に屋台が並び、各村中に屋台を繰り出し、大道へは丁度昼頃

に到着する。夜になると小川や田圃の畦道で蛍が飛び交い、蛍を呼ぶ子供の声が聞こえてくる。

「ホ−ホ−蛍来い。あっちの水は苦いぞ、こっちの水は甘いぞ、ホ−ホ−蛍来い。」

八月の暑い昼下がり大池の栓が抜かれる。池には鯉、鮒、泥鰌、川海老などが沢山いて子供

たちも大人も夢中で魚取りに興じる。帰り道
    

大堰で泳ぎ、夕方から鼻欠地蔵前の広場に集まり

田圃に水引をする。かくらの谷戸の蓮田では子供達が蓮の実取りに夢中になる。八月十五日は

お盆の中日で、夕方から松明に火を点けて「虫送りの行事」が行われる。

（秋）田圃一面が黄金色に染まると、そろそろ稲刈りが始まる。伊賀山の周辺の土手では彼

岸花が満開となって丁度赤の
じゅうたん

絨毯を敷き詰めたようになる。里山では
  

百舌が鳴き、この頃に

なると山栗拾いが始まる。ここの栗は小粒だが甘くて味がよい。
どうやま

堂山から登って「お富士山」

を廻り、茅場あたりまで出掛けると、子供が遊びながらでも袋いっぱい位とれる。十月一日は

山王様の祭りである。幟を立てて参道には灯篭をぶら下げる。鳥居の前に寿司屋が出て参拝す

る人を持て成したと村の長老から伺った。十一月二十三日は収穫祭で、大道の田圃でとれた米

は大変良質で、いつも一等米の評価であったと聞いている。

（冬）雪は毎年 2～3回降り、三十センチ位積もる。雪が降るとパッチンを作ってホオジロ、

アオジなどを捕って遊ぶ。お正月には新しい服や靴を買ってもらい凧上げ、羽根つき、双六等

に興じる。 一月十四日の早朝はドンド焼きの日で、前日に集めた門松や書初めを積み上げ焼

き上げる。この火で餅を焼きこれを食べて無病息災を祈った。一月十五日頃になると茅刈りが

始まる。村人が一つになり、協力して行う村総出の事業である。この行事が終わる頃には、里

山の木々の芽もふくらみ四季は一巡する。
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（７） 侍従川の思い出

侍従川は、朝比奈峠を水源とし大道を縦断し、川、三艘を通り平潟湾に注ぐ清流である。川

の名は、中世から伝わる照手姫の故事に由来する。

侍従川の水は清く、絶えたことが

なく、お陰で大道は大変豊かな村で

あった。

現在、大道中学校のバス停の近く

の岩に彫られた風化したお地蔵さ

んは鼻欠地蔵と言い、相州（鎌倉）

と武州（金沢）の境に肥えた土地争

いの仲裁役として建立されたが、争

いがなかなか絶えないのでお地蔵

さんが見せしめに、自ら立派な鼻を

欠いてしまったと言い伝えられて

いる。

この川はうねうねと曲がりくね

り、自然の川そのままの姿をしてお

り、両側は大名竹が生い茂り、遠く

からでもひと目で川であることが

わかる。

川間のネコ柳が白銀色の芽を吹

く頃になると侍従川にも春がくる。川の土手には
   

土筆・
    

蒲公英・
   

菫、
   

蓮華・
   

薺など野草で覆

われ、川岸の竹薮では
    

鶯 が鳴き、
    

鶺鴒・
    

翡翠・アオジが飛び交い、麦畑では
   

雲雀がさえずる。

六月になると田圃に水を入れる
おおぜき

大堰が作られる。この頃から川の流量が減って子供達の川遊

びの時期になる。大堰下の水溜まりには
  

川
  

海老、
  

鮒、ハヤが棲んでいて、子供たちは我先に網

でとる。川の下流ではかい堀りが始まる。これは水をせき止めて中の水をかい出して魚を捕る

方法で
うなぎ

鰻、
どじょう

泥鰌がよくとれる。

七月の七夕が過ぎ、夏祭りが近づく夜、川岸で蛍追いが始まる。夜露で衣服がびっしょりに

なるまで戯れる。八月末頃、大池の水が抜かれ、池の鯉・鰻が沢山いて大人も子供も夢中にな

って捕る。これは年一度の楽しみな行事である。秋になって水が不要になると大堰が開けられ
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放水する。水の少なくなった川では鰻釣りが行われる。

十月頃、大潮になると諏訪の橋の上でハゼ釣りが行われる。十センチ位のハゼがよく釣れ、

この魚は竹串に刺して焼き、お正月の昆布巻用として保存する。チンチンカエズ（黒鯛の子）

や
    

白魚も海から上がってくる。

秋も深まり稲刈りも終わり、雑木林に北風が吹き抜け、里山がすっかり冬支度を整えた頃、

川岸には霜柱が立ち始め、川面は薄氷に覆われて侍従川も冬支度に入る。



70



71

侍従川賛歌

一、緑深き
あ さ ひ な

朝比奈の 苔むす谷間若水に

湧き出る清き流れあり これぞ、名にしおう
わかみず

若水
がわ

川

二、若水川から
じじゅう

侍従
がわ

川 流れ流れて
すぎ

杉の
さき

先

だいどう

大道
こ う ち

耕地を見渡せば
おおぜき

大堰近く水温む

三、
おおみぞ

大水
や と

谷戸を右に見て 川間を流れ
みょうど

明堂
ばし

橋

す わ

諏訪の
はし

橋から
じじゅう

侍従
ばし

橋
な み き

並木
かんのん

観音おわします

四、
たかばし

高橋過ぎて
さんぞう

三艘へ あし原抜けて
た か や

高谷の里

うちかわばし

内川橋ももう間近 夕日に映える
ひらがた

平潟
わん

湾

五、侍従の流れ
とうとう

滔滔と 歴史を刻む清流は

今も昔も変わりなし 清き流れよ永遠に

※
ひ ろ せ

廣瀬
か ず お

一雄

大正 12年 3月金沢区大道生まれ。海上自衛隊横須賀造修所勤務、

昭和 58年定年退職。退職後は大道自治会長等を歴任。大道を愛し、

晩年は郷土の歴史、自然、侍従川等について調査した。自らの

体験をまとめた「大道よもやま話」のメモを残す。

平成 11年 12月 29日没。
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あとがき

金沢の歴史を紐解いてみますと、今と昔の姿があまりにも変わり果てていることに驚嘆しまし

た。往時、静寂であった山里に、突然、建設重機がけたたましい音を響かせて侵入し、山々は崩

され、美しかった緑園や豊かな自然は一瞬にして破壊されました。気が付けば整備された新しい

都市型の住宅街が形成され、美しい里山や海辺には家が建ち並び、景色はすっかり変貌しました。

これは、文明開化、戦争、高度成長等を通して、日本の近代化に向けて社会や生活を変えてい

くための通過点であったとも位置付けられますが、今からでは取り返しの出来ない貴重な史跡や

自然の破壊など、多くの代償も伴いました。現在、金沢八景駅前再開発が進められていますが、

利便性を重視するあまり、周囲の景観を損なうのではないかということが懸念されます。

この金沢には、有史以来、何世代にも渡って人々が生活し、創意工夫をして様々な困難を乗り

越えてきました。この地で、どんな人たちが、どんな生活をし、どんなことが起こったか、とい

う史実から先人の教えや教訓を学ぶことは、明日の確かな未来社会を作っていくために、大変重

要なことだと思います。今後、金沢がどのように変わっていくのか、変えてはならない事柄は何

なのかを良く考え、将来を厳正に見つめていく必要があると思います。

朝比奈を源流として平潟湾に流れ込む侍従川は、まわりの景色や住む人々が変わっても、昔の

姿を残してゆったりと静かに流れています。これからも決して枯れることはないでしょう。

この郷土の昔話や歴史、文化を、これからも子々孫々に語り継いでいただくことをお願いして

筆を置きます。巻末まで、ご愛読いただきありがとうございました。

本書を編むにあたり、多くの方から貴重な助言やご指導をいただきました。この場をお借りし

て、心からお礼申し上げます。この本についてのご意見や、金沢の歴史について新しい情報等が

ありましたらお寄せください。
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